
F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
七
一

FinT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て

藤　
　

川　
　

信　
　

夫

序
章

F
inT
ech

に
関
し
て
は
金
融
技
術
革
新
を
受
け
て
各
国
の
金
融
規
制
当
局
・
中
央
銀
行
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
が
高
い
関
心
を
示
す
中
で
、

容
易
に
国
境
を
越
え
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
な
さ
れ
る
性
質
上
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
ほ
か
規
制
上
の
課
題
も
浮
上
し
、
加
え
て
近

時
の
仮
想
通
貨
交
換
所
の
破
綻
や
不
正
流
出
事
案
の
発
生
も
あ
っ
て
利
用
者
保
護
の
枠
組
み
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

従
来
主
な
銀
行
業
と
し
て
は
フ
ル
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
等
に
よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
個
別
機
能

に
分
解
・
提
供
す
る
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
、
更
に
複
数
の
金
融
・
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
せ
る
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
リ
テ
ー
ル
分
野
の
決
済
な
ど
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
あ
る
い
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
て

他
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
わ
せ
た
提
供
等
を
行
う
例
が
生
じ
て
い
る
。
低
金
利
環
境
が
継
続
す
る
中
で
収
益
減
少
を
量
的
拡
大
で
補
う
従
来

論　

説

（
七
三
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
七
二

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
今
後
は
持
続
性
を
失
う
可
能
性
も
高
い
。

不
確
実
性
を
増
す
環
境
変
化
の
中
で
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
規
制
の
設
計
と
監
督

手
法
、
関
連
規
制
を
含
む
整
合
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
検
討
が
求
め
ら
れ
、
中
長
期
の
両
面
か
ら
規
制
当
局
間
、
企
業
と
連
携
を
図
る
こ

と
も
重
要
に
な
る
。F

inT
ech

関
連
法
制
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
は
一
定
の
考
え
方
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
1
）

、
本
稿
は
将
来

の
制
度
設
計
に
焦
点
を
絞
り
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
報
告
書
な
ど
内
外
の
先
行
研
究
を
基
に
最
新
の
内
容
を
取
り
纏
め
、
独
自
の

視
点
も
交
え
つ
つ
包
括
的
、
比
較
法
的
に
考
察
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

F
inT
ech

の
類
型
な
ら
び
に
関
連
法
制
度
の
全
体
像

1
．FinTech

の
類
型

我
が
国
に
お
け
るF

inT
ech

法
制
の
設
計
を
考
察
す
る
当
た
り
、F

inT
ech

の
全
体
像
と
関
連
法
制
度
を
通
観
し
て
お
き
た
い
（
2
）

。

F
inT
ech

（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）
は
、
金
融
（fi nance
）
と
技
術
（technology

）
の
造
語
で
、
法
令
に
よ
り
定
義
や
範
囲
が
画
さ
れ
た
概
念
で

は
な
い
。
金
融
庁
の
平
成
二
七
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
（
二
〇
一
五
年
九
月
一
八
日
公
表
）
で
は
主
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
革
新
的
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
指
す
も
の
と
定
義
付
け
、
多
様
な
金
融
分
野
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
新
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
よ
り
投
資
額
も
急
増
し
、
そ
の
促
進
・
制
度
整
備
に
向
け
た
政
策
的
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

F
inT
ech

ビ
ジ
ネ
ス
の
類
型
を
業
務
分
野
毎
に
纏
め
る
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
（
株
式
投
資
型
、
購
入
型
、
フ
ァ
ン
ド
型
、
寄
付
型
、

融
資
型
）、
資
産
運
用
・
管
理
（
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
モ
バ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
証
券
）、

業
務
支
援
、
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
他
、
銀
行
業
務
関
連
で
は
融
資
（
融
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
の
他
に
Ｐ
2
Ｐ

（
七
四
〇
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
七
三

レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
）、
保
険
（
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
保
険
、
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
保
険
）、
決
済
・
送
金
（
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
、

送
金
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）、
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
、
イ
ー
サ
リ
ア
ム
等
の
取
引
所
）、
電
子
記
録
債
権
等
が
掲
げ

ら
れ
る
。

2
．FinTech
の
関
連
法
制
度
と
政
策
面
の
取
組
み

⑴　

FinT
ech

の
関
連
法
制
度
の
全
体
像
と
適
用
関
係

我
が
国
のF

inT
ech

関
連
法
制
度
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
取
引
態
様
に
応
じ
て
業
務
を
営
む
こ
と
が
金
融
規
制
の
対
象
と
な
り
、
参

入
規
制
と
し
て
登
録
、
許
認
可
も
必
要
と
な
る
。
加
え
て
体
制
整
備
義
務
、
行
為
義
務
、
帳
簿
作
成
・
保
存
義
務
な
ど
行
為
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
規
制
監
督
に
も
か
か
り
、
業
態
に
よ
っ
て
は
業
務
範
囲
や
子
会
社
保
有
規
制
が
存
在
し
、
財
務
規
制
適
用
に
よ
り
財
務

的
健
全
性
も
求
め
ら
れ
る
。
取
引
を
対
象
と
す
る
規
制
に
加
え
て
犯
罪
収
益
移
転
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
、
取
引
記
録
保
存
、
疑
わ
し
い

取
引
の
届
出
義
務
等
の
対
応
も
必
要
と
な
り
、
相
応
の
事
務
・
コ
ス
ト
負
担
が
生
じ
る
。
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
株
式

や
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
金
融
商
品
取
引
法
（
金
商
法
）
上
の
有
価
証
券
に
該
当
す
る
法
形
式
を
利
用
し
た
資
金
調
達
を
行
う
場
合
に
は
金
商

法
に
基
づ
く
開
示
規
制
の
適
用
も
留
意
さ
れ
る
。
銀
行
、
保
険
会
社
、
証
券
会
社
等
で
は
業
務
範
囲
と
出
資
・
子
会
社
保
有
に
か
か
る
規

制
が
適
用
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
も
含
めF

inT
ech

ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
場
合
は
こ
う
し
た
規
制
遵
守
の
観
点
か
ら
の
検
討
も
必
要
と
な

る
（
注
）。

F
inT
ech

取
引
が
金
融
規
制
の
適
用
対
象
と
な
る
と
し
て
も
Ｉ
Ｔ
活
用
な
ど
従
来
の
規
制
法
が
想
定
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
相
違
す

る
こ
と
も
多
く
、
多
様
な
視
点
か
ら
金
融
規
制
の
適
用
関
係
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
取
引
態
様
別
に
適
用
関
係
の
概
略
を
示

す
と
融
資
・
融
資
の
媒
介
（
銀
行
法
、
貸
金
業
法
）、
証
券
発
行
・
出
資
に
よ
る
資
金
調
達
（
金
商
法
）、
保
険
募
集
（
保
険
業
法
）、
証
券
・

（
七
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
七
四

フ
ァ
ン
ド
販
売
・
勧
誘
（
金
商
法
）、
送
金
・
決
済
（
銀
行
法
、
資
金
決
済
法
（
資
金
移
動
業
）、
出
資
法
、
割
賦
販
売
法
）、
預
金
（
銀
行
法
、
出

資
法
）、
投
資
運
用
・
投
資
助
言
（
金
商
法
）、
電
子
マ
ネ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
発
行
（
資
金
決
済
法
（
前
払
式
支
払
手
段
））、
仮
想
通
貨
と
通
貨
交

換
（
資
金
決
済
法
（
仮
想
通
貨
交
換
業
））、
電
子
記
録
債
権
の
記
録
（
電
子
記
録
債
権
法
）
と
な
る
。

⑵　

FinT
ech

の
主
要
法
制
度
と
政
策
の
取
組
み

F
inT
ech

関
連
の
主
な
法
令
改
正
等
で
は
、
二
〇
一
四
年
金
商
法
改
正
（
二
〇
一
六
年
六
月
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
認
め
る
内
閣
府
令
改
正
）、
二
〇
一
六
年
銀
行
法
・
資
金
決
済
法
等
改
正
（
銀
行
の
金
融
関
連
Ｉ
Ｔ
企
業
等
へ
の
出
資
の

容
易
化
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
登
録
制
導
入
）、
二
〇
一
五
年
個
人
情
報
保
護
法
改
正
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
匿
名
加
工
情
報
概
念
導

入
）、
二
〇
一
四
年
景
品
表
示
法
改
正
（
課
徴
金
制
度
導
入
）、
二
〇
一
六
年
消
費
者
契
約
法
・
特
定
商
取
引
法
改
正
、
二
〇
一
七
年
銀
行
法

等
改
正
（
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
登
録
制
導
入
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
策
面
の
取
組
み
で
は
、
金
融
庁
は
二
〇
一
三
年
金
融
審
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）（
二
〇
一
四
年
金
商
法
改
正
）、
二
〇
一
六
年
金
融
制
度
Ｗ
Ｇ
（
二
〇
一
七
年
銀
行
法
等
改
正
）、

二
〇
一
六
年
五
月
以
降F

inT
ech

に
関
す
る
有
識
者
会
議
（
二
〇
一
六
年
銀
行
法
・
資
金
決
済
法
等
改
正
）
を
設
定
し
、
ま
た
二
〇
一
八
年

五
月
経
済
産
業
省F

inT
ech

研
究
会
が
「F

inT
ech

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
（F

inT
ech

の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
検
討
会
合
報
告
）」
を

打
ち
出
す
な
ど
関
連
省
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
七
四
二
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
七
五

第
二
章　

F
inT
ech

発
展
段
階
の
試
案
モ
デ
ル
と
競
争
環
境
変
化
に
対
応
し
た
規
制
の
制
度
設
計

1
．FinTech

発
展
段
階
の
試
案
モ
デ
ル

⑴　

試
案
モ
デ
ル
の
概
要

F
inT
ech

は
現
時
点
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
よ
る
新
規
技
術
の
適
用
段
階
に
あ
る
が
、
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication 

P
rogram

m
ing Interface

）
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
台
頭
が
予
想
さ
れ
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

（Internet of T
hings （3

））
に
よ
り
再
統
合
さ
れ
る
。F
inT
ech 

1.0
か
ら
4.0
へ
進
展
す
る
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
（
4
）

、
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
はF

inT
ech 

1.0
で
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
率
化
、
2.0
で
は
新
規
技
術
適
用
、
3.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
4.0
で
は
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
な
る
。
キ
ー
プ

レ
ー
ヤ
ー
はF

inT
ech 

1.0
で
は
既
存
金
融
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
、
2.0
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
3.0
で
は
大
手
金
融
機
関
お
よ
び
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
4.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
ビ
ッ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
。
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
はF

inT
ech 

2.0
で
は
ク
ラ
ウ
ド
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
ラ

イ
フ
ロ
グ
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
、
3.0
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ
、
4.0
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
な
る
。

⑵　

FinT
ech 

1.0
か
ら
4.0
な
ら
び
に
競
争
環
境
変
化

F
inT
ech

の
発
展
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
競
争
環
境
変
化
に
つ
い
て
（
5
）

、F
inT
ech 

1.0
で
は
金
融
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
を
主
に
既
存
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
Ｉ
Ｔ
効
率
化
が
図
ら
れ
る
が
、
同
質
な
金
融
機
関
同
士
の
競
争
に
留
ま
る
。F

inT
ech 

2.0
で
は
新
規
技
術
の
適
用
に
よ
りF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
主
に
他
領
域
の
新
規
技
術
を
金
融
領
域
に
適
用
し
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
分
解
）
が
指
向
さ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
ラ
イ
フ
ロ
ゴ
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
を
目
指
す
単
一
機
能
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
の
競
争
が
起
こ
る
。F

inT
ech 

3.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
大
手
金
融
機
関
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
ア
ン
バ

（
七
四
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
七
六

ン
ド
ル
さ
れ
た
金
融
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
化
、
サ
ー
ビ
ス
革
新
が
図
ら
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
軸
に
し
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ

る
多
様
な
情
報
の
活
用
が
展
開
の
鍵
と
な
る
。F

inT
ech 

4.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
主
に
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
再
統
合
）
が
進
め
ら

れ
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
り
再
統
合
さ
れ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
金
融

機
能
以
外
の
付
加
価
値
を
追
求
す
る
競
争
段
階
に
至
る
。
現
在
の
我
が
国
はF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
規
技
術
適
用
の
段

階
に
あ
り
、
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
台
頭
が
予
想
さ
れ
る
。

2
．FinTech 

2.0
と
既
存
の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

F
inT
ech 

2.0
に
お
け
る
競
争
デ
ジ
タ
ル
化
が
既
存
の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
や
特
徴
と
し
て
、
①
価
格
破
壊
で
は
物
理
的
な

資
産
を
持
た
な
い
コ
ス
ト
構
造
と
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
る
安
価
な
イ
ン
フ
ラ
、
②
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
で
は
金
融
領
域
の
弱
い
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
既
存
の
資
金
調
達
と
異
な
る
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
資
金
調
達
（
Ｐ
2
Ｐ
な
ど
）、
③
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

化
で
は
ユ
ー
ザ
ー
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
基
盤
、
端
末
等
の
集
約
に
よ
り
強
固
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
す
る
企
業
組
織
が
強
勢
を
増
す
現

象
（W

inner T
ake A

ll

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3
．FinTech 

3.0
に
お
け
る
競
争
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー

F
inT
ech 

3.0
に
お
け
る
競
争
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
新
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
を
公
開
す
る
開
発
者
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
公
開
し
、
新
た

な
付
加
価
値
が
追
加
さ
れ
る
。
金
融
業
界
に
お
い
て
も
英
国
、
韓
国
な
ど
は
政
策
と
し
て
銀
行
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
を
検
討
し
て
い
る
。
英
国

Ｆ
Ｃ
Ａ
（F
inancial C

onduct A
uthority

金
融
行
動
監
視
機
構
）
主
導
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
提
唱
さ
れ
競
争
原
理

に
よ
る
市
場
活
性
化
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
等
の
決
済
シ
ス
テ
ム
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
機
関
に
開
放
し

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
促
進
を
図
ら
ん
と
す
る
。

（
七
四
四
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
七
七

F
intech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
利
用
料
金
に
応
じ
て
課
金
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
既
存
金
融
機
関
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
放
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。
欧
米
で
はB

ank of A
m
erica

、
ス
ペ
イ
ン
金
融
大
手
Ｂ
Ｂ
Ｖ
Ａ
（B

anco B
ilbao V

izcaya A
rgentaria S

.A
.

）
が
銀
行

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
実
験
的
に
公
開
し
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ネ
ッ
ト

銀
行
を
提
供
す
るm

B
ank

な
ど
は
ｅ
-コ
マ
ー
ス
企
業
に
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
公
開
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ロ
ー
ン
や
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
我
が
国
で
も
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
仮
想
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
用
い
た
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
企
画
す
る
な
ど

（F
inT
echC

hallenge 2016
）、
Ａ
Ｐ
Ｉ
導
入
に
よ
り
顧
客
に
は
多
様
で
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
が
企
業
側
は
更
な
る
競
争
に
晒

さ
れ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
放
に
よ
り
自
社
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
増
加
す
る
も
の
の
、
付
加
価
値
を
加
え
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可
能
と
な

る
た
め
提
供
側
で
は
収
益
基
盤
維
持
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
提
供
の
範
囲
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
選
択
な
ど
が
新
た
な
検
討
項
目
と
な
る
。

4
．FinTech 

4.0
に
お
け
る
競
争
と
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ

①
産
業
構
造
の
レ
イ
ヤ
ー
（
階
層
）
化
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
へ
の
チ
ャ
ネ
ル
シ
フ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー

カ
ー
）、
情
報
の
集
約
・
分
析
・
流
通
機
能
と
マ
ッ
チ
ン
グ
、
新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
（
ク
ラ
ウ
ド
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
）、
②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
・
マ

ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
に
関
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
進
展
に
よ
り
金
融
仲
介
機
能
の
存
在
意
義
の
一
つ
で
あ
る
情
報
の
非
対
称
性
が
喪
失

さ
れ
、
大
数
の
法
則
に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
か
ら
個
別
事
象
に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
に
移
行
す
る
。
③
資
本
の
分
散
化
に
つ
い
て
は
従
前

は
資
本
集
約
が
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
分
散
化
し
た
資
本
で
も
効
率
的
な
活
用
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
金
融
業

界
で
は
垂
直
統
合
型
か
ら
水
平
分
離
型
モ
デ
ル
へ
変
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
銀
行
、
証
券
、
保
険
業
毎
に
顧
客
と
の
間
で
シ
ス
テ
ム
、

イ
ン
フ
ラ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
チ
ャ
ネ
ル
を
別
々
に
構
築
し
て
い
た
垂
直
統
合
型
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
シ
ス
テ
ム
）、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
チ
ャ
ネ
ル
）
を
用
い
て
顧
客
と
接
続
す
る
水
平
分
離
型
モ
デ
ル
に
移
行
す
る
（
6
）

。

（
七
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
七
八

リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
・
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
進
展
か
ら
、
金
融
の
本
質
的
機
能
で
あ
る
金
融
仲
介
機
能
の
破
壊
に
も
繋
が

り
、
①
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
リ
ス
ク
把
握
が
可
能
に
な
り
、
重
要
性
重
視
で
な
く
個
別
の
事
象
全
て
に
対
応
す
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
運
転
、
ラ
イ
フ
ロ
グ
に
基
づ
く
生
命
保
険
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
に
よ
り
保

険
業
界
に
は
影
響
が
大
き
い
。
②
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
既
存
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
競
争
力
を
失
う

可
能
性
が
高
く
、
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
が
進
み
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
金
融
商
品
の
最
適
ミ
ッ
ク
ス
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
可
能
と
な
ろ
う
。

ま
た
資
本
集
約
か
ら
分
散
化
指
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
優
位
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
存
在
す
る
端
末
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
対
等
の
関
係
で
相
互
に
直
接
接
続
し
て
分
散
的
に
通
信
を
行
う
Ｐ
2
Ｐ
（P

eer-to-P
eer

）
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
不
特
定
多

数
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
よ
り
制
約
条
件
が
薄
ま
り
、
資
本
集
約
機
能
の
存
在
意
義
が
喪
失
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
取
引
コ
ス
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ
り
減
少
し
、
情
報
の
非
対
称
性
も
ラ
イ
フ
ロ
グ
の
蓄

積
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
用
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
能
に
な
る
こ
と
で
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

第
三
章　

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
監
督
当
局
に
向
け
た
提
言
と
銀
行
側
の
課
題

　
　
　
　
　
　

│
五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
な
ら
び
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│

1
．
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ

⑴　

五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
概
略

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision B

C
B
S

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
）
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日

（
七
四
六
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
七
九

市
中
協
議
文
書
「F

inT
ech

の
発
展
が
も
た
ら
す
銀
行
お
よ
び
銀
行
監
督
当
局
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（Im

plications of fi ntech 

developm
ents for banks and bank supervisors （7

））」
に
お
い
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
、
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
の
設
置
・
運
営
主
体
に
着
目

し
、F

inT
ech

普
及
に
よ
る
銀
行
業
の
変
容
に
関
し
て
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
波
及
す
る
影
響
等
を
分
析

し
て
い
る
（
8
）

。
金
融
安
定
理
事
会
（F

inancial S
tability B

oard F
S
B

）、
国
際
通
貨
基
金
（International M

onetary F
und IM

F

）
か
ら
も

二
〇
一
七
年
に
金
融
シ
ス
テ
ム
と
規
制
当
局
に
関
す
る
報
告
書
が
相
次
い
で
発
出
さ
れ
て
い
る
（
9
）

。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
二
〇
一
八
年
二
月

一
九
日
「
サ
ウ
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（S

ound P
ractices

）：F
inT
ech

の
発
展
が
も
た
ら
す
銀
行
お
よ
び
銀
行
監
督
当
局
へ
の
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
公
表
し
た
（
10
）

。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
面
で
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
概
略
は
、
①B
etter B

ank

（
よ
り
よ
い
銀
行
）
で
は
、
既
存
の
銀
行
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
高
度
化
す
る
。
②

D
istributed B

ank

（
分
業
す
る
銀
行
）
で
は
、
既
存
の
銀
行
とF

inT
ech

企
業
が
垂
直
方
向
に
も
水
平
方
向
に
も
分
業
・
協
業
体
制
を
構

築
す
る
。
③R

elegated B
ank

（
土
管
化
（
11
）

す
る
銀
行
）
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
を
掌
握
し
、
そ
の
配
下
で
既
存

の
銀
行
と
そ
の
他F

inT
ech

企
業
が
水
平
に
分
業
・
協
業
体
制
を
構
築
す
る
。
④N

ew
 B
ank

（
新
規
参
入
に
よ
る
銀
行
代
替
）
で
は
、

F
inT
ech

へ
の
強
み
を
活
か
し
た
新
規
参
入
の
銀
行
が
既
存
銀
行
を
代
替
す
る
。
⑤D

isinterm
ediated B

ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲

介
）
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
分
散
化
が
進
み
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
等
の
概
念
も
消
滅
す
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
我
が
国
の

各
銀
行
は
金
融
機
関
ハ
ブ
型
のB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
を
目
指
し
て
対
応
を
急
い
で
い
る
段
階
と
い
え
よ
う
か
。

⑵　

銀
行
に
向
け
た
提
言

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
銀
行
に
向
け
、
①F

inT
ech

発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
意
識
し
、
②F

inT
ech

時
代
に
相
応
し
い

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
変
革
す
べ
き
こ
と
、
③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ･

リ
ス
ク
管
理
の
強
化
、
④
サ
ー
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
の

（
七
四
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
八
〇

Ｉ
Ｔ
リ
ス
ク
対
応
の
推
進
を
提
言
す
る
。
特
にF

inT
ech

の
技
術
革
新
と
普
及
の
速
さ
、
銀
行
業
務
の
影
響
を
意
識
し
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
構
造
を
機
動
的
に
刷
新
す
べ
き
こ
と
を
提
示
す
る
。

⑶　

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

F
inT
ech

時
代
に
相
応
し
た
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
に
関
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
シ
ス
テ
ム
の
実
装
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
変
容
す
る
中
で
既
存
の
銀
行
が
業
務
運
営
全
般
に
亘
り
、
予
期
し
な
い
形
で
種
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い

く
と
整
理
し
て
い
る
。B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
銀
行
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
（
12
）

の
枠
組
み
を
見
直
す
こ
と
な
く
デ
ジ

タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
を
漫
然
と
進
め
た
場
合
、
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
展
開
の
潜
在
的
リ
ス
ク
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
後

手
に
回
り
、
業
務
継
続
が
困
難
な
事
態
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
たD

istributed B
ank

やR
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は

既
存
銀
行
とF

inT
ech

企
業
が
分
業
と
協
業
を
深
め
た
結
果
、
リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
が
不
明
確
と
な
れ
ば
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ

ス
ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
構
造
的
に
高
ま
り
、
ま
た
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
一
部
の
要
素
技
術
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
依
存
性
を
高
め

れ
ば
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
も
増
加
す
る
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
中
で
先
鋭
化
し
た
も
の
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
伴
う
リ
ス
ク
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
に
関
し
て
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
に
よ
れ
ばD

istributed B
ank

、R
elegated B

ank

の
各
シ
ナ

リ
オ
に
お
い
て
銀
行
が
要
素
技
術
を
提
供
す
るF

inT
ech

企
業
に
コ
ア
業
務
を
委
託
し
、
銀
行
が
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
切
り
離
さ
れ
る

場
合
に
は
リ
ス
ク
管
理
責
任
が
曖
昧
と
な
り
リ
ス
ク
の
顕
在
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
述
べ
、
銀
行
自
身
が
委
託
先
の
リ
ス
ク
管
理
に
責
任
を

負
う
べ
き
でF

inT
ech

企
業
と
の
業
務
委
託
契
約
等
に
お
い
て
責
任
の
分
界
点
を
明
確
化
し
、
立
入
り
や
重
要
文
書
閲
覧
の
監
査
権
限

（right to audit

）
に
関
す
る
条
項
整
備
を
推
奨
し
て
い
る
。

（
七
四
八
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
八
一

も
っ
と
もF

inT
ech

企
業
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
な
り
リ
ス
ク
管
理
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
る
場
合
は
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ

に
限
界
が
あ
り
、F

inT
ech

企
業
に
既
存
銀
行
と
同
等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
具
備
を
求
め
る
こ
と
が
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
の
サ
ウ
ン
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
で
あ
る
と
す
る
。
銀
行
業
の
よ
う
な
長
年
醸
成
さ
れ
た
健
全
な
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
を
共
有
す
る
と
は
限
ら

な
い
企
業
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
参
画
す
る
こ
と
で
新
た
な
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
惹
起
を
懸
念
す
る
考
え
方

で
あ
る
。N

ew
 B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
参
入
す
るF

inT
ech

企
業
に
も
該
当
す
る
。

他
方F

inT
ech

企
業
に
対
し
て
、
銀
行
と
同
程
度
の
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
あ
る
い
は
リ
ス
ク
管
理
を
要
求
す
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
（
13
）

。

⑷　

サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
はF

inT
ech

普
及
に
比
例
し
て
銀
行
が
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
る
と
整
理
し
、
銀
行
が
決
済
代
行
等
を
行
う

F
inT
ech

企
業
等
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
開
放
し
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
関
性
が
高
ま
る
過
程
で
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
に
対
す
る

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
拡
大
す
る
と
述
べ
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
増
加
に
相
応
し
た
管
理
体
制
の
構
築
・
整
備
を
促
し
て
い
る
（
14
）

。B
etter 

B
ank

、D
istributed B

ank

シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
既
存
銀
行
が
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
増
加
の
過
程
に
お
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
負

担
に
苦
吟
し
、
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
明
け
渡
すR

elegated B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
取
り
込
ま
れ
る
可
能
性
も
否
定

さ
れ
な
い
（
15
）

。

2
．
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
│
国
際
金
融
規
制
、
戦
略
的
リ
ス
ク
の
視
点
を
交
え
て
│

⑴　

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
国
際
金
融
規
制

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
五
つ
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
（scenario analysis

）
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金

（
七
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
八
二

融
危
機
の
再
発
防
止
に
か
か
る
国
際
金
融
規
制
関
連
を
交
え
て
検
討
を
深
め
た
い
（
16
）

。
各
シ
ナ
リ
オ
毎
に
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
な
ど
に
対
す
る
影

響
等
に
関
し
て
跛
行
性
が
窺
え
、
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
に
関
す
る
大
規
模
金
融
機
関
（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
）
の
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（
大
き
過
ぎ
て
つ
ぶ
せ

な
い too-big-to-fail

）
問
題
あ
る
い
は
リ
ス
ク
を
縮
小
す
る
反
面
で
透
明
性
等
の
課
題
が
生
じ
る
こ
と
、
異
な
る
形
に
よ
る
新
た
な

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
と
で
も
い
う
べ
き
問
題
を
惹
起
し
か
ね
な
い
こ
と
、
加
え
て
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
（B

ig T
ech

）
に
よ
る
寡
占
化
か
ら
金
融
シ
ス
テ

ム
に
重
大
な
リ
ス
ク
を
誘
発
す
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
が
増
幅
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
等
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

シ
ナ
リ
オ
毎
の
分
析
内
容

イ　

B
etter B

ank

シ
ナ
リ
オ

B
etter B

ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
重
要
な
リ
ス
ク
（T

he key risks

）
は
、
新
し
い
戦
略
の
遂
行
に
関
連
し
た
リ
ス
ク
で
あ
り
、
戦

略
・
収
益
向
上
の
リ
ス
ク
（the strategic and profi tability risks

）
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
は
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
（cyber-

risks

）、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
依
存
（reliance on outsourcing

）
に
よ
り
増
大
す
る
と
み
ら
れ
る
。
特
に
既
存
の
銀
行
な
ど
が
従
来
の
シ

ス
テ
ム
環
境
か
ら
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
移
行
す
る
過
程
で
、
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
く
る
。

金
融
監
督
当
局
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
や
金
融
商
品
を
効
率
的
に
監
督
す
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

ロ　

D
istributed B

ank

分
業
体
制
が
進
展
す
る
と
共
に
、
銀
行
な
ら
び
に
金
融
監
督
当
局
に
お
い
て
複
数
の
第
三
者
を
介
し
て
の
末
端
の
取
引
（end-to-end 

transactions

）
全
て
の
リ
ス
ク
管
理
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
が
課
題
と
な
る
。
特
に
個
人
情
報
保
護
の
問
題

も
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（A

nti-M
oney L

aundering / C
ounter F

inancing of T
errorism

）
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
金
融
政
策
に
お
い
て
金
融
安
定
の
面
で
はD

istributed B
ank

に
お
い
て
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
の
問
題
点
は
減

（
七
五
〇
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
八
三

少
す
る
が
、
他
方
で
相
互
の
連
関
が
進
展
し
て
金
融
機
関
相
互
間
に
お
け
る
透
明
性
が
希
釈
化
（the dilution of accountability

）
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。F

intech

拡
大
に
よ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
に
関
す
る
二
面
性
と
い
え
よ
う
か
。

金
融
危
機
後
の
米
国
金
融
改
革
法
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
七
月
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（D

odd‒F
rank W

all S
treet R

eform
 and 

C
onsum

er P
rotection A

ct

）
に
お
け
る
ボ
ル
カ
ー
ル
ー
ル
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
の
再
発
防
止
に
対
処
す
べ
く
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題

へ
の
対
処
あ
る
い
は
過
大
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
防
止
な
ど
を
主
旨
と
し
て
自
己
勘
定
に
よ
る
リ
ス
ク
投
資
の
制
限
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
でD
istributed B

ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
結
果
的
に
は
か
か
る
リ
ス
ク
の
低
減

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
反
面
で
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
の
共
有
化
（a sharing of the value chain

）、
細
分
化
さ
れ
た
銀
行
セ
ク

タ
ー
（a m

ore fragm
ented banking sector

）
に
よ
る
分
業
体
制
に
伴
い
、
透
明
性
の
面
で
課
題
も
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

ハ　

R
elegated B

ank

R
elegated B

ank

（
土
管
化
し
た
銀
行
）
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
銀
行
は
顧
客
に
向
き
合
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
た
め
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
な
り
、
各
銀
行
は
必
要
に
応
じ
て
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
を
提
供
す
る
。
こ
こ
で
は
銀
行
や
銀
行
監
督

官
庁
が
末
端
同
士
の
取
引
あ
る
い
は
金
融
領
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
監
視
（m

onitor end-to-end 

transactions and system
ic risk

）
の
面
で
は
限
定
的
な
能
力
を
保
有
す
る
に
留
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
でD

istributed B
ank

シ

ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
、
銀
行
に
お
け
る
顧
客
と
の
関
係
の
喪
失
、
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
依
存
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
機
能
あ
る
い
は
収
益
（revenue

は
新
た
な
仲
介
者
間
で
シ
ェ
ア
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
）
の
面
で
は
逆
の
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
も
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
顧
客
と
向
き
合
う
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
各
銀
行
間
に
お
け
る
競
争
を
高
め

（accentuate com
petition

）、
顧
客
に
お
い
て
は
預
金
の
移
動
あ
る
い
は
融
資
の
申
し
込
み
に
係
る
積
極
的
な
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
価
格
設
定
）

（
七
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
八
四

な
ど
の
面
で
流
動
性
・
機
動
性
が
高
ま
る
（accelerate custom

er m
obility

）
こ
と
に
な
る
。

R
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
顧
客
の
保
護
に
お
い
て
も
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
顧
客
と
の
関
係
に

つ
い
て
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
操
作
す
る
が
、
自
動
化
プ
ロ
セ
ス
と
顧
客
デ
ー
タ
を
革
新
的
に
用
い
る
こ
と
に
依
拠
す
る
た
め
、

デ
ー
タ
に
か
か
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（data privacy and data security issues

）
に
加
え
て
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
金
融
市

場
に
お
け
る
不
適
切
な
業
務
が
増
加
し
や
す
く
な
る
。
も
し
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
数
が
少
な
け
れ
ば
そ
こ
へ
の
集
中
リ
ス
ク

（concentration risk

）
は
高
ま
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
企
業
（bigtech fi rm

s

）
が
大
き
な
市
場
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
新
た
な
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（too big to fail

）
問
題
に
繋
が
り
か
ね
な
い
（w

ill also lead to “too-big-to-fail ” issues

）。
後
述
す

る
個
人
情
報
保
護
法
制
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
鮮
明
に
現
れ
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て

考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

ニ　

N
ew
 B
ank

シ
ナ
リ
オ

N
ew
 B
ank

シ
ナ
リ
オ
の
段
階
に
入
る
と
、
多
く
の
既
存
銀
行
（m

any incum
bent banks

）
が
保
有
し
て
い
る
規
模
と
ス
ケ
ー
ル
で
は

効
率
的
な
改
造
が
困
難
と
な
る
。
コ
ス
ト
効
率
の
良
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
日
常
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
既
存
銀

行
が
改
革
を
進
め
る
こ
と
、
受
容
可
能
な
期
間
内
に
顧
客
に
対
し
て
革
新
的
な
金
融
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
と
な
る
。
新
し

い
銀
行
（neo-banks

）
が
相
当
程
度
の
大
き
さ
に
達
す
る
段
階
に
な
る
と
顧
客
の
提
携
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ク
（challenger banks

）

に
移
行
し
、
収
益
低
下
と
利
益
面
の
減
少
が
も
た
ら
さ
れ
、
投
資
家
行
動
に
お
い
て
も
よ
り
収
益
性
の
高
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ク
に

フ
ァ
ン
ド
を
移
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
既
存
銀
行
で
は
経
営
面
の
安
全
性
と
健
全
性
に
お
い
て
問
題
（safety and soundness issues

）
を

生
じ
る
に
至
る
。N

ew
 B
ank

シ
ナ
リ
オ
段
階
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
図
り
、F

inT
ech

の
進
展
を
逆
に
ビ
ジ
ネ
ス

（
七
五
二
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
八
五

チ
ャ
ン
ス
と
把
握
し
て
グ
ル
ー
プ
化
な
ど
自
身
の
変
容
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
既
存
銀
行
も
、
も
は
や
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
顧
客
へ

の
革
新
的
商
品
提
供
の
維
持
、
経
営
の
安
定
な
ど
の
点
でneo-banks

に
太
刀
打
ち
が
で
き
な
く
な
る
に
至
る
と
い
え
よ
う
。

ホ　

D
isinterm

ediated B
ank

シ
ナ
リ
オ

D
isinterm

ediated B
ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲
介
）
シ
ナ
リ
オ
で
は
、F

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
短
中
期
的
に
ま
だ
相
応
の
規

模
に
達
し
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
多
く
の
技
術
上
や
法
的
な
制
約
要
因
が
あ
り
、
Ｐ
2
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（P

2P
 lending platform

s

）
は
借
り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
面
で
困
難
さ
を
抱
え
、
元
来
Ｐ
2
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
銀
行
、
年
金
基
金
や
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
機
関
投
資
家
が
漸
次
リ
テ
ー
ル
の
投
資
家
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
依
存
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
銀
行
が
あ
る
種
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
か
ら
中
抜
き
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
（banks could be 

disinterm
ediated

）
と
い
う
潜
在
的
リ
ス
ク
の
存
在
（a potential risk

）
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
（coverd

）
こ
と
に
な
る
。
シ
ナ
リ
オ
の
鍵

と
な
る
リ
ス
ク
は
、
規
制
環
境
の
外
部
で
行
わ
れ
る
金
融
活
動
は
よ
り
緩
い
基
準
や
監
視
に
左
右
さ
れ
る
（be subject to looser 

standards and oversight

）
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
内
在
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
の
面
で
劣
位
に
な
り
や
す
い
（inherently less 

controlled and secure

）
要
因
を
抱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
銀
行
規
制
当
局
は
潜
在
的
に
金
融
産
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な

領
域
を
監
視
す
る
能
力
が
次
第
に
浸
食
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
な
る
。

D
istributed B

ank

やR
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
既
存
の
銀
行
とF

inT
ech

企
業
と
が
分
業
と
協
業
を
深
化
さ
せ
つ
つ
、

リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
れ
ば
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
構
造
的
に
高
ま
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体

が
一
部
の
要
素
技
術
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
依
存
性
を
高
め
た
場
合
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

（
七
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
八
六

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
はF

inT
ech

の
普
及
の
速
さ
、
銀
行
業
務
へ
の
影
響
を
意
識
し
て
リ
ス
ク
管
理
体
制
な
ら
び
に
リ
ス
ク

ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
機
動
的
な
変
革
・
刷
新
を
進
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
上
記
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
踏
ま

え
てF

inT
ech

の
広
範
な
リ
ス
ク
と
戦
略
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
み
る
と
、F

inT
ech

は
銀
行
等
の
様
々
な
業
界
を
ま
た
い
で
広
範
な
リ

ス
ク
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
術
・
戦
略
面
の
リ
ス
ク
の
要
素
（both tactical and strategic risk elem

ents

）
を
包
含
し
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
多
か
れ
少
な
か
れ
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
17
）

。

要
す
れ
ば
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
も
の
の
長
期
的
に
見
てD

isinterm
ediated B

ank

シ
ナ
リ
オ
の
段
階
ま
で
行
く
と
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
活
動
自
体
が
既
存
の
規
制
な
ど
の
及
ば
な
い
領
域
で
行
わ
れ
、
ま
た
国
際
的
に
み
て
緩
い
基
準
の
国
に
集
中
・
収
斂
す
る
と
い
う

R
egulatory A

rbitrage

（
規
制
の
裁
定
）
が
顕
著
と
な
る
。
規
制
当
局
も
技
術
的
に
追
い
つ
け
な
い
と
い
う
側
面
、
あ
る
い
は
仮
想
通
貨

で
は
準
拠
法
を
観
念
し
得
な
い
な
ど
の
制
約
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
う
し
た
金
融
活
動
を
監
視
す
る
能
力
を
徐
々
に
喪
失
し
て
い
く
根

源
的
な
リ
ス
ク
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
私
見
）。

3
．
国
際
金
融
規
制
とFinTech

に
か
か
る
信
用
リ
ス
ク
規
制
、
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
の
増
幅

リ
テ
ー
ル
向
け
与
信
に
関
し
て
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
、
審
査
期
間
短
縮
、
融
資
実
行
か
ら
債
権
回
収
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
機
動
化
・
高
度
化
等
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
の
自
動
審
査
等
の
組
合
わ
せ
に
よ
り
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
（algorithm （
18
））

の
収
斂
が
進
み
、
小
口
分
散
の
リ
テ
ー
ル
向
け
与
信
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
お
い
て
均
質
性
が
進
展
し
て
大
口
与
信

管
理
同
様
に
特
定
の
属
性
に
対
す
る
与
信
集
中
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
、

銀
行
な
ど
金
融
機
関
の
経
営
行
動
が
経
済
循
環
の
振
幅
を
逆
に
拡
幅
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
（P

rocyclicality 

景
気
循
環
増
幅
効
果
）
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。F

inT
ech

技
術
の
進
展
を
活
用
し
て
経
済
拡
大
を
指
向
す
る
政
策
当
局
に
と
り
、
国
際
金

（
七
五
四
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
八
七

融
の
領
域
に
お
け
る
新
た
な
金
融
リ
ス
ク
で
あ
り
、
ジ
レ
ン
マ
と
も
な
ろ
う
か
。

4
．
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
監
督
当
局
に
向
け
た
提
言
と
銀
行
側
の
課
題

⑴　

監
督
当
局
に
向
け
た
提
言

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
協
議
文
書
（
二
〇
一
七
年
）
で
は
銀
行
監
督
当
局
に
対
し
て
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
、
監
督
の
実
効
性
確
保
を
重
要

課
題
と
す
る
提
言
を
発
し
て
い
る
。
各
主
体
の
技
術
実
装
の
選
択
、
主
体
自
身
の
変
容
・
入
替
等
は
外
生
的
な
環
境
変
化
で
あ
り
規
制
当

局
は
中
立
を
貫
く
べ
き
で
、
寧
ろ
金
融
市
場
の
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
要
因
排
除
、
レ
ベ
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル

ド
確
保
を
求
め
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
、
監
督
の
実
効
性
確
保
に
重
点
を
置
く
（
19
）

。
委
託
先
の
依
存
度
が
高
ま
れ
ば
銀
行
規
制
・
監
督
の
み
で

は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
リ
ス
ク
に
対
処
で
き
な
い
懸
念
が
あ
り
、
既
存
銀
行
に
限
ら
ずF

inT
ech

企
業
へ
も
監
督
上
の
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
べ
き
と
す
る
（
20
）

。
①F

inT
ech

発
展
の
機
会
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
意
識
す
る
。
②
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
競
争
政
策
、
消
費
者
保

護
等
を
所
管
す
る
銀
行
当
局
以
外
の
規
制
当
局
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。
③
各
国
規
制
当
局
間
の
国
際
連
携
を
一
段
と
強
化
す
る
。
④

F
inT
ech

時
代
の
銀
行
監
督
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
。
⑤
銀
行
監
督
ツ
ー
ル
高
度
化
に
向
け
て
知
見
・
経
験
を
共
有
す
る
。
⑥
技
術
革

新
促
進
と
金
融
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
銀
行
監
督
体
制
の
実
効
性
を
検
証
す
る
。
⑦
銀
行
監
督
の
高
度
化
に
向
け
切
磋
琢
磨
す
る
。

即
ち
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
監
督
当
局
自
身
もF

inT
ech

時
代
に
相
応
し
た
姿
を
追
求
し
、F

inT
ech

の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
精
通

し
た
要
員
育
成
、
監
督
実
務
を
効
果
的
に
す
る
機
動
的
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
各
法
域
を
越
え

て
拡
大
し
、
当
局
間
の
連
携
は
従
来
以
上
に
重
要
性
を
高
め
つ
つ
あ
り
、
各
法
域
の
サ
ウ
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
が
必
要
と
な
る
。

⑵　

FinT
ech

と
既
存
の
銀
行
の
対
処
す
べ
き
課
題

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
、
各
シ
ナ
リ
オ
と
も
既
存
銀
行
に
と
っ
て
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
る
と
し
て
い
る
。
既
存
銀
行
が
対
処
す
べ
き
課

（
七
五
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
八
八

題
に
関
し
収
益
・
リ
ス
ク
の
両
面
か
ら
検
討
を
進
め
、
収
益
構
造
に
つ
い
て
はB
etter B

ank

シ
ナ
リ
オ
以
外
で
はF

inT
ech

企
業
参

入
に
伴
い
劣
化
す
る
。
他
方
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
抱
え
る
リ
ス
ク
は
構
成
主
体
の
変
化
（
21
）

、
リ
ス
ク
管
理
の
前
提
条
件
の
変
容
に
伴
い

不
確
実
性
が
高
ま
り
概
し
て
増
加
す
る
が
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
は
各
シ
ナ
リ
オ
で
展
開
さ
れ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

拡
大
の
程
度
に
左
右
さ
れ
る
。

イ　

既
存
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性

既
存
銀
行
に
と
り
楽
観
的
と
も
い
え
るB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
に
よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス

高
度
化
、
コ
ス
ト
削
減
、
他
の
商
品
等
を
併
せ
て
購
入
さ
せ
る
ク
ロ
ス
セ
ル
拡
充
に
よ
り
収
益
機
会
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
こ
の
場
合
も
銀
行
経
営
の
観
点
か
ら
課
題
は
少
な
く
な
い
。

①　

B
etter B

ank

シ
ナ
リ
オ

既
存
銀
行
と
し
て
はF

inT
ech

に
対
応
す
べ
く
シ
ス
テ
ム
投
資
を
進
め
つ
つ
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
運
行
も
継
続
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
（
二
正
面
作
戦
）。
新
し
い
収
益
部
門
が
寄
与
す
る
前
に
新
規
開
発
と
既
存
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
の
二
重
の
負
担
が
か
か
る
こ

と
と
な
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
の
体
力
を
備
え
た
銀
行
の
み
が
対
応
可
能
と
な
る
。
こ
のB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
も
、
第
二

段
階
と
し
て
は
資
本
力
の
あ
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
等
を
背
後
に
し
、
収
益
機
会
を
確
保
し
て
新
規
参
入
し
て
く
るF

inT
ech

企
業
と
の
競

争
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②　

D
istributed B

ank

、R
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ

D
istributed B

ank

、R
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
差
別
化
が
難
し
く
な
り
、
部
品
が
揃
え
れ
ば
誰
が

作
っ
て
も
同
じ
も
の
が
で
き
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
が
進
む
中
で
商
品
間
の
差
が
な
く
な
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
展
し
、
既
存
銀
行
の
収
益

（
七
五
六
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
八
九

基
盤
が
劣
化
す
る
事
態
に
陥
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
既
存
銀
行
の
大
半
に
と
っ
て
フ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
維
持
が
い
よ
い
よ
困
難
に
な
る
怖
れ
が
あ
る
。

⑶　

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
骨
子
と
顧
客
と
の
関
係

各
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
骨
子
を
顧
客
と
の
関
係
を
ベ
ー
ス
に
み
て
い
く
と
、B

etter B
ank

で
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
高
度
化
し
た
既
存
の

銀
行
が
顧
客
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。D

istributed B
ank

で
は
既
存
金
融
機
関
、F

inT
ech

、B
igT
ech

が
各
々
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ

ル
を
通
じ
て
顧
客
に
対
処
す
る
。R

elegated B
ank

の
段
階
で
は
三
者
が
共
通
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
／
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
顧

客
と
向
き
合
う
。N

ew
 B
ank

の
段
階
で
は
新
た
な
金
融
機
関
が
形
成
さ
れ
て
顧
客
に
対
処
す
る
。
そ
し
てD

isinterm
ediated B

ank

の
段
階
に
至
れ
ば
Ｄ
Ｌ
Ｔ
（D

istributed L
edger T

echnology 

分
散
台
帳
技
術
）
や
Ｐ
2
Ｐ
を
活
用
し
たF

inT
ech

、
な
ら
び
に
Ｄ
Ｌ
Ｔ
や

Ｐ
2
Ｐ
を
活
用
し
たB

igT
ech

の
二
つ
に
よ
っ
て
顧
客
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。

第
四
章　

銀
行
の
将
来
像
と
法
規
制
の
あ
り
方

1
．
金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造

金
融
庁
か
ら
は
、
顧
客
や
金
融
機
関
が
形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
に
つ
い
て
四
つ
の
段
階
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
五

月
金
融
庁
森
信
親
長
官
（
22
））。

①
金
融
機
関
ハ
ブ
型
（
既
存
の
金
融
構
造
を
中
心
にB

etter B
ank

あ
る
い
はN

ew
 B
ank

を
指
向
）、
②
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
企
業
中
心
型
（P

F
M
 P
ersonal F

inancial M
anagem

ent

）
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を
主
体
と
す
るR

elegated 

B
ank

）、
③
取
引
所
型
（P

2P

（peer-to-peer

）、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
型
の
構
造
でD

isinterm
ediated B

ank

を
指
向
）、
④
分
散
型
（
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
分
散
型
構
造
でD

isinterm
ediated B

ank

を
指
向
）
の
四
類
型
に
よ
る
金
融
改
革
モ
デ
ル
で
あ
る
。

（
七
五
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
九
〇

①
現
在
の
金
融
市
場
は
、
銀
行
や
保
険
会
社
が
自
身
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
通
じ
て
顧
客
の
仲
介
の
ハ
ブ
と
な
る
形
が
中
心
で
あ
る
。

②
新
し
い
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
顧
客
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
わ
せ
に
な
り
、
顧
客
と
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
担
う
企
業
が
外
部
か
ら
最
も
顧
客
の
利
益
に
沿
う
と
考
え
ら
れ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
し
て
顧
客
に
提
供
す
る
形

に
な
る
。
新
し
い
付
加
価
値
の
大
半
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
企
業
に
帰
属
し
、
金
融
機
関
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
供
給
者
の
役
割
に
留
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
他
方
、
金
融
機
関
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
企
業
の
役
割
を
果
た
し
、
他
金
融
機
関
や
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
連
携
す

る
形
式
も
あ
り
得
る
。
③
次
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
る
分
散
処
理
が
進
め
ば
顧
客
が
直
接
取
引
所
に
参
加
す
る
形
式
、
ル
ー

ル
設
定
な
ど
を
担
う
仲
介
役
の
元
で
顧
客
同
士
が
多
角
的
に
直
接
取
引
を
行
う
形
式
へ
の
発
展
も
考
え
ら
れ
る
。
④
更
に
、
金
融
機
関
ハ

ブ
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
残
し
つ
つ
サ
ー
ビ
ス
特
性
に
よ
っ
て
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
棲
み
分
け
ら
れ
、
共
存
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
へ

移
行
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
で
は
徐
々
に
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
比
重
が
薄
ま
り
、
資
本
市
場
の
持
つ
特
性
の
比
重

が
高
ま
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。

2
．
金
融
規
制
の
変
容
│
機
能
別
規
制
とR

egulatory S
andbox

、Inform
ed C

onsent

│

新
し
い
技
術
の
活
用
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
・
リ
バ
ン
ド
ル
が
進
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
機
能
の
担
い
手
が
変
化
す
る

に
つ
れ
、
金
融
分
野
の
競
争
促
進
、
顧
客
と
共
有
さ
れ
る
価
値
創
造
が
生
じ
て
く
る
。
金
融
規
制
と
し
て
は
、
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
べ
く
、
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
単
位
の
規
制
か
ら
機
能
別
の
規
制
へ
重
点
を
移
す
べ
き
で
あ
り
、
規
制
で

守
る
べ
き
機
能
（
預
金
、
決
済
、
信
用
創
造
）、
多
様
な
形
態
の
間
の
競
争
条
件
の
公
平
の
確
保
、
グ
ル
ー
プ
内
の
利
益
相
反
の
防
止
、
規

制
し
な
い
機
能
か
ら
守
る
べ
き
機
能
へ
の
リ
ス
ク
遮
断
の
確
保
、
顧
客
情
報
の
適
切
な
管
理
、
金
融
仲
介
の
ハ
ブ
型
か
ら
分
散
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
へ
の
変
容
、
市
場
規
制
的
な
視
点
の
比
重
の
高
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
利
用
者
保
護
の
両
立
な
ど
へ
の
対
応
が
今
後
の
焦

（
七
五
八
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
九
一

点
と
な
っ
て
く
る
。

か
か
る
対
応
の
鍵
と
し
て
、
①
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
単
位
の
規
制

か
ら
機
能
別
の
規
制
に
重
点
を
移
す
必
要
が
高
ま
る
。
②
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ハ
ブ
型
か
ら
分
散
型
に
な
る
こ
と
で
金
融
規
制
も
市
場

規
制
的
な
比
重
が
高
ま
り
、
開
示
、
不
公
正
取
引
の
防
止
、
適
合
性
の
原
則
な
ど
の
ル
ー
ル
を
取
引
特
性
に
応
じ
て
負
担
の
少
な
い
形
で

設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。
過
剰
規
制
に
陥
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
抑
制
に
繋
が
り
か
ね
な
い
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
規
制
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス
（R

egulatory S
andbox 

規
制
の
砂
場
）
の
治
験
が
英
国
な
ど
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
②
利
用
者
保
護
を
両
立
さ
せ
る
必
要
性
か

ら
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
（inform

ed consent 

実
証
内
容
と
リ
ス
ク
を
説
明
し
た
上
で
の
参
加
の
同
意
の
確
認
）
が
鍵
と
な
る
。
実

験
対
象
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
リ
ス
ク
を
説
明
し
て
同
意
を
確
認
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
な
る
。
我
が
国
政
府
か
ら
は
法
制
上

の
措
置
を
講
じ
る
に
当
た
り
、
日
本
版
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
五
原
則
が
提
言
さ
れ
て
い
る
（
23
）

。
①
実
証
優
先
主
義
、
②
リ
ス
ク
の
適
切

な
管
理
、
③
高
い
レ
イ
ヤ
ー
で
の
政
府
一
元
的
な
体
制
、
④
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
と
事
後
的
な
検
証
、
⑤
経
営
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関

与
。

第
五
章　

F
inT
ech

と
銀
行
の
課
題
│
主
体
規
制
と
行
為
規
制
、R

egT
ech

とS
upT
ech

の
対
応
│

1
．
銀
行
監
督
と
規
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
はF

inT
ech

普
及
に
対
し
て
銀
行
に
経
営
努
力
を
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
規
制
当
局
に
お
い
て
も
監
督
の
枠
組
み

を
再
検
証
し
監
督
体
制
を
変
革
す
る
必
要
性
を
唱
え
る
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
か
ら
は
銀
行
な
ら
び
に
銀
行
監
督
当
局
に
向
け
新
た
な
変
化

に
対
し
て
観
察
さ
れ
て
い
る
事
実
と
推
奨
さ
れ
る
対
応
と
し
て
一
〇
の
論
点
を
掲
げ
て
い
る
（
24
）

。
①
銀
行
、
監
督
当
局
共
に
チ
ャ
ン
ス
と
リ

（
七
五
九
）
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三
九
二

ス
ク
の
双
方
を
意
識
す
る
。
②
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
革
。
③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
。
④
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
。
⑤
既
存
銀
行
、F

inT
ech

企
業
共
に
当
局
間
・
民
間
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。
⑥
各
国
当
局
間
の
国
際
連
携
の
強

化
。
⑦F

inT
ech

時
代
の
銀
行
監
督
を
担
う
人
材
育
成
。
⑧
銀
行
監
督
ツ
ー
ル
の
高
度
化
。
⑨
現
状
の
銀
行
監
督
体
制
の
実
効
性
の
検
証
。

⑩
銀
行
監
督
当
局
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
。

2
．
主
体
規
制
と
行
為
規
制
、R

egTech

とS
upTech

R
egT
ech

（R
egulatory T

echnology

）
が
標
榜
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
に
よ
り
銀
行
監
督
向
け
デ
ー
タ
報
告
等
の

効
率
性
を
改
善
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。R

egT
ech

の
例
と
し
て
金
融
機
関
の
金
融
規
制
対
応
を
効
率
的
に
支
援
す
る
ツ
ー
ル
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。
他
方
で
はS

upT
ech

（S
upervisory T

echnology

）
の
造
語
も
出
さ
れ
、
銀
行
監
督
当
局
に
対
し
てF

inT
ech

の
活
用
に
よ

る
効
果
的
監
督
に
向
け
た
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
拡
大
か
ら
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
成
主
体
が
変
容
し
、
許
認
可
中
心
の
主
体
規
制
で
は
監
督
の
実

効
性
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
行
為
規
制
強
化
に
よ
り
補
完
せ
ん
と
し
て
もF

inT
ech

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
を
阻
み
、F

inT
ech

活

用
に
よ
り
経
済
効
果
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
当
初
の
目
論
見
が
崩
れ
か
ね
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。F

inT
ech

領
域
に
対
す
る
従
来
型

の
主
体
規
制
と
行
為
規
制
の
組
合
わ
せ
の
限
界
と
も
い
え
よ
う
。
近
時
の
仮
想
通
貨
不
正
流
出
事
件
（
25
）

を
鑑
み
て
も
、
緩
や
か
な
登
録
制

（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
と
自
主
規
制
（
ソ
フ
ト
ロ
ー
（
26
））

の
二
段
構
え
で
規
制
の
骨
子
が
作
ら
れ
た
が
、
十
分
な
審
査
を
受
け
て
い
な
い
み
な
し
業
者

が
存
在
し
、
ま
た
業
界
団
体
も
二
つ
に
分
裂
す
る
な
ど
規
制
の
実
効
性
の
確
保
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
各

業
界
に
お
け
る
自
主
規
制
に
つ
い
て
も
今
後
は
策
定
・
普
及
段
階
か
ら
規
制
当
局
が
関
与
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
（
私
見
）。

S
upT
ech

の
対
応
が
銀
行
監
督
当
局
の
改
善
に
向
け
た
一
つ
の
鍵
と
な
る
が
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
はS

upT
ech

の
例
と
し
て
Ａ
Ｉ
活
用

（
七
六
〇
）
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三

に
よ
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
監
視
を
挙
げ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
監
督
手
法
の
実
装
化
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
高
度
化
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
（
27
）

。

第
六
章　

金
融
に
お
け
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
とF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
課
題

1
．FinTech
と
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

当
面
は
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
るB

etter B
ank

あ
る
い
はD

istributed B
ank

へ
の
動
き
の
中
で
既
存
銀
行
とF

inT
ech

ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
提
携
や
共
同
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
範
囲
内
で
早
く
も
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

（disinterm
idiation

仲
介
機
能
排
除
、
中
抜
き
）
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る
課
題
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

B
etter B

ank

あ
る
い
はD

istributed B
ank

段
階
で
早
く
も
金
融
仲
介
が
中
抜
き
さ
れ
る
要
因
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
り
、

F
inT
ech

の
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
明
確
に
時
間
軸
を
追
っ
て
区
分
で
き
る
も
の
で
な
く
場
合
に
よ
っ
て
は
同
時
並
行
に
混
在
し
て
進
ん
で

く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
私
見
）。

F
inT
ech

が
新
し
い
金
融
仲
介
の
機
能
を
担
い
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
動
き
と
し
て
家
計
金
融
資
産
の
銀
行
以

外
へ
の
シ
フ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
が
（
28
）

、
背
景
に
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
、
金
融
危
機
後
の
金
融
規
制
強
化
に
よ
っ
て
銀
行
の
仲
介
機
能
が
全

般
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
29
）

。
即
ち
、
家
計
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
レ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
30
）

、
企
業
に
は
更
に
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ら
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
31
）

等
に
よ
っ
て
銀
行
を
通
さ
ず F

inT
ech

に
よ
る
金
融
仲
介
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
七
六
一
）
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四

2
．FinTech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響

F
inT
ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
と
し
て
既
存
金
融
機
関
で
は
各
領
域
で
収
益
悪
化
を
も
た
ら
し
得
る

こ
と
に
な
る
（M

cK
insey &

 C
om
pany

分
析
（
32
））。

①F
inT
ech

と
の
競
合
に
よ
り
顧
客
基
盤
喪
失
、
更
に
価
格
透
明
性
の
向
上
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
り
、
②
逆
にF

inT
ech

活
用
に
よ
っ
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
低
減
、
与
信
コ
ス
ト
な
ど
の
リ
ス
ク
費

用
低
減
、
新
規
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
掘
と
い
っ
た
利
点
も
あ
る
。
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
総
合
的
に
考
え
る
と
分
野
別
で
は
消
費
者
金
融
、

リ
テ
ー
ル
・
中
小
企
業
決
済
、
機
関
投
資
家
向
け
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
銀
行
収
益
が
悪
化
す
る
方
向
に
働
こ
う
。
次
い
で
中
小

企
業
向
け
貸
出
、
富
裕
層
サ
ー
ビ
ス
、
大
企
業
向
け
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
悪
化
す
る
方
向
に
影
響
が
及
ぶ
。
更
に
住
宅
ロ
ー
ン
、

決
済
口
座
・
個
人
金
融
資
産
管
理
、
そ
の
他
預
金
、
保
険
で
は
程
度
は
弱
い
も
の
の
悪
化
の
方
向
に
働
く
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
大
企

業
向
け
貸
出
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
投
資
銀
行
関
連
分
野
で
はF

inT
ech

の
影
響
は
中
立
的
と
み
ら
れ
る
。

F
inT
ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
銀
行
収
益
面
に
お
い
て
深
刻
に
表
面
化
す
る
分
野
は
、
先
ず
は
中

小
企
業
向
け
貸
出
、
富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
次
い
で
消
費
者
金
融
、
中
小
企
業
向
け
貸
出
、
機
関
投
資
家
向
け
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
な
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
投
資
銀
行
関
連
分
野
で
は
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
は
中
立
的
と
考
え
ら

れ
る
。

特
に
既
存
金
融
機
関
の
個
人
・
中
小
企
業
向
け
の
リ
テ
ー
ル
金
融
で
は
、F

inT
ech

進
展
の
影
響
が
大
き
く
顕
れ
る
も
の
と
さ
れ
既
存

金
融
機
関
は
今
後
の
一
〇
年
間
に
リ
テ
ー
ル
金
融
収
入
を
一
〇
│
四
〇
％
、
利
益
面
で
は
二
〇
│
六
〇
％
を
喪
失
す
る
と
の
試
算
も
出
さ

れ
て
い
る
。
代
表
的
な
消
費
者
金
融
領
域
で
はF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
価
格
競
争
が
収
益
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

（
七
六
二
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
九
五

3
．FinTech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
お
け
る
規
制
、
事
業
、
収
益
面
の
課
題

既
存
金
融
機
関
に
対
し
て
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
あ
るF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
が
、
今
後
の
成
長
性
に
関
し
て
は
以
下

の
不
安
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
33
）

。
①
大
半
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
の
よ
う
な
景
気
下
降
局
面
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
②

法
規
制
、
事
業
規
模
、
顧
客
基
盤
の
面
で
の
不
透
明
さ
が
残
る
。

規
制
面
で
は
、
Ｐ
2
Ｐ
レ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
証
券
化
に
関
す
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
が
課
さ
れ
る
可
能
性
な
ど
新
規
制
や
追

加
規
制
が
発
出
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
収
益
性
の
面
で
は
顧
客
基
盤
が
小
さ
い
た
め
に
規
模
拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
で
き
な
い
リ
ス
ク

が
あ
る
他
、
Ｐ
2
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
審
査
モ
デ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
費
用
が
嵩
む
リ
ス
ク
、
未
だ
顧
客
基
盤
が
脆
弱
で
流
動
的

な
た
め
に
顧
客
の
獲
得
コ
ス
ト
を
要
し
収
益
計
上
に
至
ら
な
い
リ
ス
ク
（
34
）

、
景
気
の
連
動
性
の
面
で
は
Ｐ
2
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
景
気
下

降
局
面
で
信
用
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
投
資
家
を
失
う
リ
ス
ク
等
も
存
在
す
る
。

第
七
章　

仮
想
通
貨
の
混
蔵
寄
託
と
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
性
の
ジ
レ
ン
マ
、
法
制
度
構
築
の
構
造
的
課
題

1
．
仮
想
通
貨
の
混
蔵
寄
託
性

仮
想
通
貨
に
関
す
る
私
法
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
混
蔵
寄
託
に
類
す
る
形
態
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
35
）

。
仮

想
通
貨
は
信
託
で
は
な
く
準
寄
託
と
し
て
考
え
ら
れ
、
財
産
的
価
値
単
位
と
し
て
均
一
の
抽
象
的
な
存
在
（
紙
幣
類
似
証
券
取
締
法
一
条
一

項
参
照
）
で
あ
る
か
ら
準
消
費
寄
託
と
い
う
べ
き
性
質
で
あ
り
、
管
理
者
の
支
配
は
他
主
占
有
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る
。
改
正
資
金
決
済

法
で
は
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
仮
想
通
貨
と
管
理
委
託
者
の
そ
れ
と
の
分
別
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
（
改
正
資
金
決
済
法
六
三
条
の

一
一
）、
物
理
的
に
も
厳
格
な
分
別
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
限
り
私
法
上
は
混
蔵
寄
託
に
類
す
る
形
態
の
中
で
の
分
別
管
理
に
な
る
も
の

（
七
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
九
六

と
思
わ
れ
る
。
仮
想
通
貨
に
か
か
る
現
下
の
混
乱
状
態
に
つ
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
マ
ネ
ロ
ン
対
策
等
の
不
徹
底
さ
、

更
に
今
後
の
仮
想
通
貨
の
展
開
可
能
性
や
法
制
度
設
計
に
向
け
考
察
を
纏
め
て
お
き
た
い
。

2
．
仮
想
通
貨
の
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
性
│
ト
ラ
ス
ト
の
二
重
構
造
│

仮
想
通
貨
に
は
信
頼
で
き
る
第
三
者
が
存
在
し
な
い
と
い
う
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
（trustless

）
の
方
式
が
本
来
は
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

仮
想
通
貨
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
の
表
現
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
存
在
し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
場
合
、
管
理
者
が
存
在
し

な
い
特
性
は
ノ
ー
ド
の
参
加
の
可
否
を
判
断
す
る
者
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
誰
で
も
ノ
ー
ド
（node

）
に
参
加
で
き
る
と
い
う

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
36
）

。
し
か
し
な
が
ら
仮
想
通
貨
交
換
所
は
信
頼
で
き
る
ト
ラ
ス
ト
（trust

）
の
構
造
に
な

り
、
取
引
所
が
一
括
し
て
中
央
集
権
的
に
仮
想
通
貨
を
混
蔵
保
管
す
る
仕
組
み
と
し
て
発
達
し
て
き
た
（
37
）

。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
本

来
的
に
分
散
型
構
造
の
中
で
取
引
所
の
み
が
集
権
的
機
能
を
果
た
し
、
規
制
対
象
た
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
取
引
所
が
一
括
し
て
仮
想
通

貨
を
保
護
預
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
引
所
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
が
銀
行
あ
る
い
は
証
券
会
社
並
み
に
要
求
さ
れ
る
反
面
、
ト
ラ
ス
ト

レ
ス
と
し
て
の
盲
点
が
残
る
た
め
に
有
効
な
マ
ネ
ロ
ン
対
策
が
打
て
な
く
な
っ
て
い
る
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
。

必
ず
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
精
通
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
一
般
利
用
者
が
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
レ
ッ
ト
（cold w

allet （38
））

を
活
用
し
て

参
入
し
て
い
る
が
、
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
内
部
管
理
が
不
十
分
な
中
で
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
秘
密
鍵
の
管
理
が

果
た
し
て
可
能
か
が
課
題
と
な
る
。
あ
る
程
度
の
規
模
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
な
交
換
業
者
あ
る
い
は
秘
密
鍵
の
管
理

が
可
能
な
利
用
者
が
こ
れ
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
応
用
に
お
い
て
は
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

金
融
庁
は
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
、
改
正
資
金
決
済
法
は
仮
想
通
貨
の
交
換
業
者
の
局
面
で
規
制
を
か
け
る
考
え
方
で
あ
る
と
こ
ろ
、
マ

ネ
ロ
ン
防
止
の
観
点
か
ら
仮
想
通
貨
自
体
の
規
制
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
有
価
証
券
へ
の
仮
想
通

（
七
六
四
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
九
七

貨
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
該
当
性
、
投
資
家
保
護
の
手
法
な
ど
法
制
度
全
体
の
枠
組
み
に
か
か
る
抜
本
的
な
再
検
討
を
進
め
つ
つ
あ
る
（
39
）

。

3
．
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
、
各
国
の
規
制
強
化

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
取
引
が
増
大
し
価
格
が
高
騰
し
た
要
因
と
し
て
は
以
下
が
掲
げ
ら
れ
る
。
①peer-to-peer

に
よ
る
分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
採
用
。
②
競
争
的
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
非
中
央
集
権
化
（de-centralized

）。
③
独
自
通
貨
単
位
（
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
採
用
に
よ
る
投
資

機
会
提
供
。
決
済
手
段
と
し
て
法
定
通
貨
で
は
交
換
価
値
の
維
持
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
マ
イ
ニ
ン
グ
の
報
酬
分
の

み
を
仮
想
通
貨
の
追
加
発
行
に
よ
り
賄
う
こ
と
で
外
部
費
用
の
投
入
な
く
シ
ス
テ
ム
維
持
が
可
能
と
な
り
、
維
持
費
用
の
自
給
体
制
が
取

引
拡
大
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
（
40
）

。

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ff ering 

新
規
仮
想
通
貨
公
開
）
は
企
業
等
が
電
子
的
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
を
発
行
し
公
衆
か
ら
資
金
調
達
を

行
う
こ
と
の
総
称
で
あ
る
が
（
41
）

、
半
数
以
上
に
お
い
て
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
存
在
す
ら
な
く
、
二
〇
一
七
年
七
月
二
五
日
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券

取
引
委
員
会
）
は
二
〇
一
六
年
発
行
のthe D

A
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
わ
れ
た
ト
ー
ク
ン
発
行
が
米
国
有
価
証
券
取
引
所
法 21

（a

）

（
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
）
の
規
制
対
象
に
な
り
有
価
証
券
募
集
・
売
出
し
に
該
当
す
る
と
の
見
解
を
発
表
す
る
（
42
）

な
ど
各
国
で
は
規
制

強
化
の
方
向
が
窺
え
る
。

第
八
章　

F
inT
ech

に
か
か
る
制
度
設
計
な
ら
び
に
金
融
行
政
の
方
針
転
換
の
俯
瞰

1
．
我
が
国
に
お
け
るFinTech

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
制
度
設
計
の
必
要
性
│
金
融
行
政
の
方
針
転
換
な
ら
び
異
業
種
参
入
の
拡
大
│

金
融
行
政
の
方
針
転
換
と
制
度
設
計
に
向
け
た
検
討
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
43
）

。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
制
度
設
計
の
必
要
性
に
つ
い
て
現
状

を
俯
瞰
す
る
と
、
金
融
庁
は
情
報
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
と
し
て
以
下
の
方
向
性

（
七
六
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
九
八

を
打
ち
出
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日
金
融
審
議
会
総
会
）。
①
同
一
機
能
・
リ
ス
ク
に
は
同
一
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
。
②
金
融

に
関
す
る
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
を
横
断
化
す
る
。
③
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
規
制
を
横
断
的
に
見
直
す
。
金
融
検
査
・
監
督
の
考
え

方
と
進
め
方
（
検
査
・
監
督
基
本
方
針
）（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日
）
に
つ
い
て
は
、
④
安
定
と
仲
介
、
保
護
と
利
便
、
校
正
・
透
明
と
活

力
の
バ
ラ
ン
ス
に
方
針
転
換
し
、
⑤
金
融
行
政
の
究
極
的
な
目
標
に
国
民
の
厚
生
の
増
大
、
企
業
経
済
の
持
続
的
成
長
・
安
定
的
な
資
産

形
成
を
新
た
な
上
位
概
念
と
し
て
設
け
て
い
る
（
後
掲
）。

2
．
金
融
行
政
の
方
針
転
換
の
影
響
と
制
度
設
計
│
欧
米
の
新
形
態
銀
行
免
許
構
想
も
交
え
て
│

欧
米
で
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
Ｕ
Ｓ 

Ｏ
Ｃ
Ｃ
（
米
国
通
貨
監
督
庁
）
がF

inT
ech

企
業
に
対
し
一
八
六
四
年
国
法
銀
行
法
（N

ational 

B
ank A

ct of 1864

）
の
対
象
と
な
る
特
別
目
的
銀
行
の
免
許
を
与
え
る
提
案
（
44
）

を
行
っ
た
こ
と
に
続
き
、
Ｕ
Ｓ 

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
（C

onsum
er 

F
inancial P

rotection B
ureau 

米
国
消
費
者
金
融
保
護
局
）
は
新
し
いF

inT
ech

銀
行
免
許
構
想
を
発
表
し
（
二
〇
一
七
年
五
月
）、
更
に

Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
も
銀
行
免
許
指
針
の
公
表
を
予
定
す
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
な
ど
新
形
態
銀
行
免
許
構
想
が
出
さ
れ
る
中
で
、

金
融
庁
はF

inT
ech

新
法
の
制
定
と
し
て
決
済
・
送
金
に
関
わ
る
関
連
法
の
一
本
化
、
銀
行
法
の
為
替
業
務
・
資
金
決
済
法
の
資
金
移

動
業
・
割
賦
販
売
法
の
関
連
業
務
の
規
制
の
統
合
化
を
図
る
方
向
に
あ
る
。
金
融
行
政
の
方
針
転
換
の
影
響
は
多
岐
に
亘
る
と
み
ら
れ
、

①
業
態
毎
の
縦
割
り
規
制
か
ら
機
能
別
に
よ
る
横
断
的
規
制
の
転
換
に
伴
う
影
響
と
し
て
、
⒜
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
た
業
界

構
造
変
化
に
よ
っ
て
競
争
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
戦
略
再
構
築
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
新
た
な
免
許
形
態
の
登
場
に
よ
り
他
業
種
か
ら

の
新
規
参
入
が
増
加
す
る
。
⒞
既
存
の
金
融
業
界
の
担
い
手
の
業
態
転
換
に
よ
り
金
融
持
株
会
社
へ
の
大
量
移
行
と
新
規
事
業
子
会
社
設

立
の
増
加
が
進
む
。
②
金
融
の
基
本
的
概
念
の
見
直
し
と
統
一
に
よ
っ
て
、
⒜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
中
長
期
見
通
し
の
必
要
性
が
増

大
し
Ａ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
メ
ガ
テ
ッ
ク
の
正
確
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

（
七
六
六
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

三
九
九

ノ
ミ
ー
、
Ｐ
2
Ｐ
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
仮
想
通
貨
を
含
む
）・
決
済
な
ど
金
融
機
関
を
必
要
と
し
な
い
金
融
が
登
場
し
、
規
制
・
監
督
対
象

が
金
融
機
関
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
転
換
す
る
規
制
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
⒞
国
際
的
な
標
準
化
活
動
の
重
要
性
が
増
大
す
る
。

⒟
金
融
業
法
よ
り
も
根
本
的
法
分
野
の
改
正
の
影
響
を
分
析
す
る
必
要
性
が
増
大
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
民
法
（
契
約
主
体
性
）、
Ｐ
Ｌ
法
な
ど

の
根
本
的
変
化
が
起
こ
り
得
る
。
③
国
民
の
厚
生
の
増
大
、
安
定
的
資
産
形
成
と
い
う
究
極
的
目
標
の
政
策
評
価
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
。

⒜
政
策
や
投
資
教
育
の
費
用
便
益
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。
⒝
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
（E

vidence B
ased P

olicy M
aking E

B
P
M

）
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、
政
府
の
統
計
イ
ン
フ
ラ
拡
充
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
推
進
さ
れ
る
。
⒞
ナ
ッ
ジ
（N

udge

）
な
ど
行
動
経

済
学
に
基
づ
く
制
度
設
計
の
必
要
が
増
大
し
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
と
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
接
続
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
（
45
）

。
産
業
の
生
産
性
向
上
を
短
期
間
に
実
現
す
べ
く
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
創
設
を
含
む
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
案
が
第

一
九
六
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
（
46
）

。
こ
う
し
た
金
融
行
政
の
方
針
転
換
の
影
響
を
鑑
み
、
国
際
的
な
議
論
や
整
合
性
の
下
に
関
連
法
制

の
制
度
設
計
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
（
47
）

。

3
．FinTech

の
発
展
段
階
に
お
け
るB

etter B
ank

とR
elegated B

ank

お
よ
びD

isinterm
ediated B

ank

の
認
識
の
ズ
レ

我
が
国
に
お
い
て
は
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
を
中
心
に
決
済
・
送
金
分
野
で
のF

inT
ech

企
業
と
の
連
係
や
グ
ル
ー
プ
化
あ
る
い
は
子
会

社
化
を
図
る
動
き
が
現
時
点
で
は
主
で
あ
り
、
仮
想
通
貨
を
独
自
に
発
行
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
我
が
国
の
場
合
、
貸
金
業
法
規
制
（
48
）

の

存
在
か
らF

inT
ech

企
業
が
銀
行
業
へ
新
規
参
入
す
る
に
は
大
き
な
障
壁
が
存
在
す
る
た
（
49
）

め
（
50
）

、
欧
米
の
よ
う
な
新
形
態
の
銀
行
免
許
構

想
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
51
）

。
加
え
て
直
近
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
規
制
強
化
の
方
向
性
も
示
さ
れ
、
こ
う
し
た
背
景
も

あ
っ
て
我
が
国
で
はF

inT
ech

に
関
し
て
は
既
存
金
融
機
関
に
よ
るB

etter B
ank

の
方
向
性
に
向
け
た
議
論
が
主
で
あ
り
、
欧
米
に

お
け
る
よ
う
なF

inT
ech

企
業
へ
の
銀
行
免
許
の
付
与
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
るR

elegated B
ank

、

（
七
六
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
〇
〇

D
isinterm

ediated B
ank

の
議
論
の
段
階
に
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
52
）

。

も
っ
と
も
金
融
庁
はF

inT
ech 

4.0
の
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
例
と
し
て
銀
行
免
許
を
有
し
て
い
な
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
銀
行
同
等
機

能
の
提
供
の
実
現
を
掲
げ
て
お
り
（
53
）

、
将
来
的
なF

inT
ech

企
業
へ
の
銀
行
免
許
付
与
も
決
し
て
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
他
方
で
金
融
庁
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
称
す
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
企
業
を
念
頭
に
不
公
正
取
引
を
防
止
す
る
規
制

を
検
討
し
て
い
る
（
54
）

。
仮
想
通
貨
を
世
界
に
先
駆
け
て
法
制
度
と
し
て
取
り
込
み
取
引
を
正
面
か
ら
認
め
つ
つ
も
、F

inT
ech

の
無
制
約
な

発
展
を
許
容
し
て
い
る
も
の
で
も
な
い
と
も
思
料
さ
れ
、
今
後
の
規
制
当
局
の
取
り
組
み
の
ス
タ
ン
ス
が
注
視
さ
れ
よ
う
（
私
見
）。

4
．
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
意
義
、
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
な
論
点
な
ど

⑴　

仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
意
義

仮
想
通
貨
に
関
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
含
め
私
法
的
位
置
付
け
な
ど
種
々
議
論
が
さ
れ
先
行
研
究
も
多
い
（
55
）

。
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る

規
制
の
意
義
、
新
し
い
論
点
と
し
て
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
の
関
連
法
制
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
関
係
等
の
要
点
を

示
し
て
お
き
た
い
。

仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
必
要
性
、
そ
の
手
法
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
分
散
型
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
造
の
中
で
唯
一
中
央
集
権
的
な
形
態
を
と
る
の
が
仮
想
通
貨
交
換
業
者
で
あ
り
、
多
数
の
投
資
家
を
傘
下
に
有
し
て
顧
客
資
産

を
預
か
り
、
参
加
者
間
の
取
引
を
仲
介
し
て
い
る
。
即
ち
、
基
本
的
に
分
散
型
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
唯
一
規
制
対
象
と

な
り
得
る
の
は
必
然
的
に
中
央
集
権
的
な
存
在
と
し
て
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
と
な
り
、
国
際
的
に
も
仮
想
通
貨
交
換
業
に
着
目
し
た
制

度
的
対
応
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
る
。
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
犯
罪
資
金
等
で
も
最
終
的
に
問
題
と
な
る
の
は

法
定
通
貨
に
交
換
す
る
局
面
で
あ
り
、
そ
の
面
か
ら
も
仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
規
制
す
る
意
義
は
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
56
）

。
混

（
七
六
八
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
〇
一

蔵
寄
託
と
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
性
の
ジ
レ
ン
マ
（
57
）

、
マ
ネ
ロ
ン
問
題
と
法
制
度
構
築
の
構
造
的
な
課
題
と
し
て
検
討
し
て
き
た
点
が
改
め
て
浮
き

上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

⑵　

仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
な
論
点

仮
想
通
貨
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
、
従
来
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
同
様
に
厳
格
な
規
制
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
し
い
概
念

で
あ
る
こ
と
か
ら
規
制
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
選
択
と
し
て

信
託
型
（
投
資
信
託
、
外
国
投
資
信
託
、
信
託
）、
会
社
型
、
組
合
型
の
三
類
型
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
あ
り
、
類
型
毎
に
考
察
が
進
め
ら
れ
（
58
）

、

中
で
も
柔
軟
性
の
高
さ
等
か
ら
組
合
型
の
フ
ァ
ン
ド
が
優
先
的
な
選
択
肢
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
仮
想
通
貨
に
対
し
て
直
接
投
資
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
組
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
三
条
一
項
）、

任
意
組
合
や
匿
名
組
合
に
よ
る
組
合
型
の
フ
ァ
ン
ド
組
成
が
選
択
肢
と
な
る
。

フ
ァ
ン
ド
持
分
の
有
価
証
券
該
当
性
に
つ
い
て
、
①
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
に
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
金
融
商
品

取
引
法
の
業
者
規
制
等
が
問
題
に
な
る
。
組
合
型
フ
ァ
ン
ド
で
は
持
分
保
有
者
が
出
資
ま
た
は
拠
出
を
し
た
金
銭
を
充
当
し
て
事
業
が
行

わ
れ
、
収
益
の
配
当
ま
た
は
財
産
の
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
に
原
則
と
し
て
有
価
証
券
に
該
当
す
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
条
二
項
五
号
）。

②
投
資
家
の
勧
誘
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
勧
誘
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
に
該
当
し
（
金

融
商
品
取
引
法
二
八
条
二
項
）、
原
則
と
し
て
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
九
条
）。
③
適
格
機

関
投
資
家
等
特
例
業
務
に
つ
い
て
、
組
合
型
の
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
の
登
録
に
つ
い
て
適
格
機
関
投
資
家
等

特
例
業
務
の
重
要
な
例
外
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
家
に
一
名
以
上
の
適
格
機
関
投
資
家
が
い
る
こ
と
、
適
格
機
関
投
資
家
以
外
の
投

資
家
が
一
定
の
属
性
の
者
に
限
ら
れ
る
こ
と
等
の
所
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
金
融
商
品
取
引
業
と
し
て
の
登
録
は
不
要
と
さ
れ
る

（
七
六
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
〇
二

（
金
融
商
品
取
引
法
六
三
条
以
下
）。
④
開
示
義
務
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
に
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出

義
務
等
の
開
示
義
務
が
問
題
に
な
る
が
、
主
と
し
て
有
価
証
券
に
投
資
を
す
る
フ
ァ
ン
ド
以
外
に
つ
い
て
は
開
示
義
務
の
適
用
対
象
外
と

さ
れ
る
（
金
融
商
品
取
引
法
三
条
三
号
、
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
二
条
の
九
第
一
項
）。

⑶　

仮
想
通
貨
の
取
引
相
手
方
の
法
規
制

仮
想
通
貨
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
が
投
資
活
動
を
行
う
場
合
、
取
引
相
手
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
法
規
制
も
問
題
と
な
る
。
仮
想
通
貨

に
投
資
し
て
法
定
通
貨
と
仮
想
通
貨
の
交
換
ま
た
は
仮
想
通
貨
同
士
の
交
換
を
業
と
し
て
行
う
場
合
、
取
引
相
手
方
は
基
本
的
に
仮
想
通

貨
交
換
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
る
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
六
三
条
の
二
、
二
条
七
項
）。
交
換
が
海
外
で
完
結
す
れ
ば
当
該
交

換
自
体
は
日
本
法
の
適
用
外
と
考
え
ら
れ
る
が
、
フ
ァ
ン
ド
運
営
者
が
国
内
に
い
れ
ば
日
本
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
仮
想
通

貨
の
交
換
の
媒
介
、
取
次
ぎ
ま
た
は
代
理
も
仮
想
通
貨
交
換
業
に
該
当
す
る
た
め
、
我
が
国
で
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
者
も
仮
想
通
貨
交

換
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
媒
介
は
他
人
間
の
契
約
の
成
立
に
第
三
者
が
尽
力
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
捕

捉
範
囲
は
広
く
な
る
。

フ
ァ
ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
ァ
ン
ズ
と
し
て
他
の
フ
ァ
ン
ド
持
分
に
投
資
す
る
場
合
な
ど
投
資
対
象
が
有
価
証
券
で
あ
る
場
合
、
有
価
証
券

に
投
資
を
募
る
行
為
や
投
資
家
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
銭
の
運
用
行
為
に
つ
い
て
は
取
引
相
手
方
が
原
則
と
し
て
金
融
商
品
取
引
業
の
登

録
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
行
為
が
海
外
で
完
結
し
て
い
る
場
合
は
日
本
法
の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
日

本
の
居
住
者
を
相
手
方
と
し
て
い
る
限
り
は
基
本
的
に
日
本
法
の
適
用
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

仮
想
通
貨
の
仕
組
み
、
フ
ァ
ン
ド
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
非
定
型
的
な
も
の
が
多
く
個
別
具
体
的
な
検
討
が
不
可
欠
と
な
る
。
出
資
の
受

入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
、
貸
金
業
法
等
の
法
律
の
他
、
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
説
明

（
七
七
〇
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
〇
三

義
務
（
同
法
三
条
）、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
取
引
時
確
認
（
同
法
四
条
）
が
必
要
と
な
る
場
合
も
生
じ
得

る
（
59
）

。⑷　

仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）、
準
拠
法
と
域
外
適
用
な
ど

F
inT
ech

の
想
定
シ
ナ
リ
オ
あ
る
い
は
発
展
段
階
と
個
人
情
報
保
護
の
関
連
に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
施
行
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（G

eneral D
ata P

rotection R
egulation G

D
P
R

）
の
関
連
が
検
討
さ
れ
る
。F

inT
ech

や
Ａ
Ｉ
活
用
・
発
展

に
関
し
て
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
情
報
自
体
の
集
積
が
前
提
と
な
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
の
視
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
と
な
る
。
仮
想

通
貨
に
関
し
て
は
特
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
型
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
る
（
60
）

。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
適
用
を
巡
る
論
点
と
し
て
は
、
①
個
人
デ
ー
タ
（personal data

）
を
扱
う
か
、
②
デ
ー
タ
管
理
者
（data controller

）
ま
た

は
デ
ー
タ
処
理
者
（data processor

）
に
該
当
す
る
か
、
③
適
用
対
象
領
域
に
含
ま
れ
る
か
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
域
外
適
用

（extraterritorial application

）
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
を
行
う
場
合
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
が
域
外
適
用
さ
れ
、

Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
子
会
社
や
支
店
等
の
拠
点
を
有
し
な
い
日
本
企
業
（
例
え
ば
東
京
本
社
）
に
お
い
て
も
原
則
と
し
て
対
応
が
必
要
と
な
り
、

Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
代
表
者
を
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
第
三
条
第
二
項
、
第
二
七
条
第
一
項
）。
①
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
所

在
す
る
本
人
に
対
す
る
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
処
理
、
②
本
人
が
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
で
行
う
行
動
の
監
視
に
関
す
る
処
理
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
関
係
で
留
意
さ
れ
る
点
は
、
①
個
人
デ
ー
タ
の
範
囲
が
広
範
で
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
お
け
る
公
開
鍵
、
暗
号
化
・

ハ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
た
取
引
情
報
も
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し
得
る
こ
と
、
②
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
す
る
ノ
ー
ド
が
）
デ
ー
タ
管
理
者

ま
た
は
デ
ー
タ
処
理
者
に
該
当
し
得
る
こ
と
、
③
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
域
内
所
在
の
ノ
ー
ド
に
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
利
用
す
る
事
業
を
行
う
場
合
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
と
共
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
適
用
対
象
と
な
る
か
、
ま
た
適
用

（
七
七
一
）



日
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法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
〇
四

対
象
と
な
る
場
合
の
規
律
の
遵
守
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
関
連
し
て
、
本
邦
抵
触
法
上
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
自
体
に
つ
い
て
は
準
拠

法
は
観
念
で
き
な
い
と
解
さ
れ
、
他
の
法
域
に
お
け
る
私
法
上
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
懸
念
を
排
除
で
き
る
点
で
望
ま
し
い
考
え
方
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
61
）

。
本
邦
以
外
の
特
定
法
域
（
特
に
無
体
物
に
対
す
る
所
有
権
を
認
め
る
法
域
）
の
法
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
物
権
準
拠
法

と
し
て
指
定
さ
れ
る
と
の
解
釈
は
困
難
で
、
支
払
い
手
段
と
し
て
の
有
用
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
実
質
的
に
妥
当
で
あ
る
と
さ
れ

る
。⑸　

仮
想
通
貨
と
金
融
商
品
取
引
法
の
対
応
の
課
題

仮
想
通
貨
に
か
か
る
今
後
の
課
題
と
規
制
当
局
の
対
応
に
関
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
多
様
性
と
不
透
明
さ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
内
部
管
理
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
、
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
の
困
難
さ
が
指
摘
で
き
る
。

ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
改
正
資
金
決
済
法
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
維
持
も
勘
案
し
登
録
制
と
し
て
規
制
を
緩
め
、
詳
細
は
自
主

規
制
団
体
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
自
主
規
律
に
委
ね
、
ま
た
規
制
当
局
と
し
て
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
監
視
強
化
と
行

政
処
分
の
連
発
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
揺
籃
期
で
あ
る
仮
想
通
貨
取
扱
業
者
の
自
律
性
の
不
十
分
さ
を
直
ち
に
補
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
な

し
と
し
な
い
（
以
下
、
私
見
）。
海
外
の
無
登
録
業
者
に
よ
る
席
巻
が
繰
り
返
さ
れ
、
当
該
国
に
は
マ
ネ
ロ
ン
以
外
に
は
十
分
な
規
制
や
規

制
当
局
が
存
在
し
な
い
現
状
に
お
い
て
、
後
追
い
的
な
行
政
処
分
以
外
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
自
主
規
制
団
体
に
丸
投
げ
す
る
手
法

に
は
少
な
く
と
も
当
面
の
混
乱
の
収
拾
に
十
分
と
い
い
難
い
面
が
あ
ろ
う
。
先
進
各
国
が
仮
想
通
貨
の
規
制
を
強
化
す
る
中
で
事
実
上
我

が
国
の
み
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
お
い
て
正
面
か
ら
仮
想
通
貨
を
認
定
し
、R

egulatory A
rbitrage

（
規
制
の
裁
定
）
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ネ
ー
が
集
中
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
新
た
な
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
選
択
肢
と
な
る
。
業
規
制
を
策

定
す
る
方
向
性
も
か
か
る
視
点
に
立
つ
も
の
と
も
思
料
さ
れ
る
。

（
七
七
二
）



F
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ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
〇
五

米
国
で
は
一
九
三
四
年
法
一
二
条
ｇ
項
適
用
会
社
（
開
示
会
社
）
が
公
開
会
社
に
相
当
す
る
な
ど
連
邦
会
社
法
制
を
有
し
な
い
連
邦
証

券
法
や
証
券
取
引
所
ル
ー
ル
に
実
質
的
な
会
社
法
規
定
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
米
国
の
よ
う
な
仮
想
通
貨
の

規
制
手
法
を
我
が
国
の
仮
想
通
貨
規
制
に
採
用
す
る
と
す
れ
ば
制
度
的
な
統
一
性
や
一
体
性
確
保
の
面
で
齟
齬
を
生
じ
る
こ
と
と
な
ら
な

い
か
ど
う
か
疑
問
が
生
じ
得
る
。
公
開
会
社
法
制
の
存
在
し
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
金
融
商
品
取
引
法
が
会
社
法
と
の
間
隙
を
埋
め
る

役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
証
券
取
引
法
を
超
え
た
機
能
も
担
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
る
。
私
法
上
の
効
力
あ

る
い
は
追
及
効
や
抵
触
法
上
の
準
拠
法
の
存
在
な
ど
が
明
確
で
な
い
仮
想
通
貨
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
解
釈
の

限
定
を
付
し
た
上
で
証
券
取
引
の
局
面
に
限
定
す
る
に
せ
よ
、
金
融
商
品
取
引
法
の
優
先
適
用
が
全
般
的
に
進
む
中
で
一
抹
の
懸
念
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
追
跡
不
能
状
態
で
の
取
引
に
関
し
て
金
商
法
違
反
行
為
と
し
て
の
私
法
上
の
効
力
問
題
、
開
示
・
会
計
・

監
査
・
内
部
統
制
を
資
本
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
る
の
か
等
、
金
商
法
の
抱
え
る
本
質
的
な
論
点
（
62
）

が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
が
想
定
で
き

よ
う
。
容
易
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
不
正
流
出
し
て
そ
の
追
跡
も
容
易
で
は
な
い
等
の
特
質
を
抱
え
る
仮
想
通
貨
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
業
規

制
と
合
わ
せ
て
今
後
は
金
商
法
の
規
律
を
重
ね
る
と
し
た
場
合
に
、
公
開
会
社
法
制
を
欠
い
て
い
る
状
態
化
で
役
割
が
変
容
し
つ
つ
あ
る

金
商
法
の
抱
え
る
齟
齬
自
体
が
表
面
化
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
慎
重
な
制
度
設
計
の
考
察
も
必
要
と
な
る
と
考
え
る
。

5
．
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
の
骨
子

⑴　

機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系

金
融
庁
は
金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
（
第
九
回
）」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
）
の
中
で
「
中
間
整
理
（
案
）
│
機

能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
に
向
け
て
│
」
を
提
示
し
、
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
の
検
討
に
お
い
て
は
一
体
化
し
つ
つ

あ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
主
と
し
て
総
論
を
掲
げ
個
別
具
体
的
な

（
七
七
三
）
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年
十
二
月
）

四
〇
六

法
制
度
設
計
を
示
す
段
階
の
も
の
で
は
な
い
が
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
進
展
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
造
の
変
化
を
折
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
るB

etter B
ank

に
留
ま
ら
ずR

elegated 

B
ank

、D
isinterm

ediated B
ank

の
議
論
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。

⑵　

金
融
の
各
機
能
の
分
類
と
規
制
の
態
様

以
下
、「
中
間
整
理
（
案
）」
の
要
点
を
掲
げ
て
お
き
た
い
（
63
）

。
決
済
機
能
（
資
金
決
済
法
）、
資
金
供
与
機
能
（
銀
行
法
、
貸
金
業
法
）、
資
産

運
用
機
能
（
金
商
法
）、
リ
ス
ク
移
転
機
能
（
保
険
業
法
）
の
機
能
毎
に
現
行
法
制
の
問
題
点
を
検
討
し
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
利
益
項
目
と

し
て
各
機
能
の
確
実
な
履
行
、
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
、
利
用
者
資
産
・
利
用
者
情
報
の
保
護
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
・
テ
ロ
資

金
供
与
防
止
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
顕
在
化
の
防
止
等
を
掲
げ
る
他
、
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
も
重
要
と
な
り
、
達
成
さ
れ

る
べ
き
利
益
の
項
目
は
同
じ
で
も
求
め
ら
れ
る
水
準
等
に
は
濃
淡
が
あ
り
各
機
能
の
特
徴
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

⑶　

業
務
範
囲
規
制
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
の
主
体
別
規
制
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
プ
ロ
セ
ス
等
に
着
目
し
た
ル
ー
ル
整
備

①
金
融
・
非
金
融
の
境
界
が
曖
昧
に
な
る
中
で
、
銀
行
・
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
は
重
厚
な
業
務
範
囲
規
制
・
財
務
規
制
・
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
規
制
間
の
役
割
分
担
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
銀
行
持
株
会
社
・
銀
行
、
事
業
会
社
を
各
頂
点
と
す
る
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
本
業
へ
の
リ
ス
ク
遮
断
効
果
に
か
か
る
差
異
等
を
考
慮
し
て
業
務
範
囲
規
制
の
あ
り
方
の
考
察
を
進
め
る
。
期
待
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
外
縁
に
変
容
が
予
想
さ
れ
、
多
様
な
業
務
を
認
め
る
場
合
に
は
財
務
規
制
に
つ
い
て
も
幅
広
く
見
直
す
必
要
が
生
じ
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
目
的
・
対
象
の
変
容
に
応
じ
た
実
効
的
手
法
を
検
討
す
る
。
銀
行
や
グ
ル
ー
プ
内
会
社
に
新
た
な
業
務
を
認

め
る
場
合
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
保
護
さ
れ
る
部
分
と
そ
れ
以
外
を
平
時
か
ら
実
効
的
に
分
離
可
能
な
状
態
と
し
、
有
事
に
分
離
さ
せ

る
措
置
も
検
討
す
る
。
②
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
業
態
・
機
能
横
断
的
に
提
供
す
る
場
合
に
代
理
・
媒
介
プ
ロ
セ

（
七
七
四
）
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四
〇
七

ス
に
か
か
る
ル
ー
ル
を
可
能
な
限
り
共
通
化
す
る
こ
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
金
融
取
引
に
関
し
て
は
利
用
者
の
契
約
当
事
者

よ
り
も
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
を
規
制
す
る
方
が
実
効
的
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑷　

具
体
的
な
制
度
設
計
と
課
題

今
後
は
各
機
能
の
中
で
個
別
業
務
の
内
容
や
リ
ス
ク
の
差
異
を
認
識
・
測
定
し
、
ル
ー
ル
に
差
異
を
設
け
る
な
ど
具
体
的
な
制
度
設
計

が
必
要
と
な
る
。
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生
の
増
大
と
い
う
金
融
行
政
の
目
標
と
の
整
合
性
、

利
用
者
情
報
の
適
切
な
保
護
、
情
報
の
適
切
な
利
活
用
の
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
も
留
意
さ
れ
、
以
下
の
観
点
の
考
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

①
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
と
整
合
性
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
の
阻
害
は
避
け
る
と
共
に
、
規
制
の
緩
い
国
へ
の

回
避
を
図
るR

egulatory A
rbitrage

を
防
止
す
る
視
点
か
ら
各
国
規
制
当
局
が
規
制
の
国
際
的
整
合
性
の
確
保
に
努
め
る
。
②
法
令
と

自
主
規
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
組
合
せ
に
つ
い
て
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
適
時
な
対
応
を
図
る
べ
く
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
と
プ
リ
ン
シ
プ

ル
ベ
ー
ス
の
役
割
分
担
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
③
民
事
法
上
の
扱
い
、
④
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
金
銭
の
概
念
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
等
に
つ
い
て
は
個
々
の
法
律
で
な
く
金
融
規
制
に
お
け
る
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
の
横
断
化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
（
64
）

。
特
に

Ａ
Ｉ
活
用
は
金
融
面
に
限
ら
ず
開
発
者
の
予
見
可
能
性
を
超
え
て
広
汎
な
能
力
・
用
途
を
具
備
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
金
融
分
野
以
外
の

検
討
も
踏
ま
え
て
制
度
設
計
を
進
め
る
。
経
済
産
業
省
は
二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日
「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
の
利
用
に
関
す
る
契
約
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
、
デ
ー
タ
提
供
型
、
デ
ー
タ
創
出
型
、
デ
ー
タ
共
用
型
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
）
の
三
類
型
に
整
理
し
て
構
造
、
法
的

論
点
、
主
な
契
約
条
項
例
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
（
65
）

。
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
に
変
更
が
生
じ
て
も
機
能
や
リ
ス

ク
が
変
わ
ら
な
い
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
る
規
制
内
容
に
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
に
設
計
を
行
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
七
七
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
〇
八

⑸　

参
入
ル
ー
ル
の
横
断
化
・
柔
構
造
化

業
態
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
ビ
ジ
ネ
ス
選
択
を
容
易
に
す
る
観
点
か
ら
、
参
入
ル
ー
ル
の
横
断
化
・
柔
構
造
化
も
論
点
と
な
る
。
英

国
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
（F

inancial S
ervices and M

arkets A
ct 2000

）
で
は
規
制
対
象
業
務
（
預
金
受
入
れ
、
信
用
供
与
、
投
資
運
用
、
保

険
契
約
）
を
行
わ
ん
と
す
る
者
は
対
応
す
る
許
可
を
取
得
し
て
認
可
業
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
追
加
で
他
の
業
務
を
行
わ
ん
と
す
る

場
合
も
追
加
的
に
許
可
を
取
得
す
れ
ば
よ
く
改
め
て
認
可
を
と
る
こ
と
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
通
貨
監
督
庁
で
は
幅
広

い
決
済
サ
ー
ビ
ス
（paym

ent services

）
に
つ
い
て
単
一
ラ
イ
セ
ン
ス
の
下
で
規
制
・
監
督
し
、
各
々
の
規
制
対
象
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

類
型
化
し
て
リ
ス
ク
に
応
じ
た
必
要
な
規
制
を
課
す
る
枠
組
み
を
提
案
し
て
い
る
。
横
断
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
繋
が
る
反
面
、

制
度
の
運
用
上
は
審
査
の
複
雑
化
か
ら
迅
速
な
参
入
に
繋
が
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
ル
ー
ル
適
用
に
つ
い
て
明
確
性
を
欠
く
と
い
う
問

題
が
生
じ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑹　

主
体
別
規
制
と
機
能
別
・
横
断
的
規
制
体
系

業
務
範
囲
規
制
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
に
関
す
る
主
体
別
規
制
と
機
能
別
規
制
体
系
の
あ
り
方
の
国
際
的
な
検
討
は
（
66
）

、B
etter 

B
ank

指
向
を
強
め
る
大
手
銀
行
な
ど
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
い
て
も
重
要
と
な
る
。
も
っ
と
も
主
体
に
関
す
る
重
厚
な
規
制
群
を
見
直

さ
な
い
ま
ま
機
能
別
規
制
導
入
に
よ
っ
て
新
規
参
入
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
重
厚
な
規
制
の
適
用
を
潜
脱
し
た
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
等

を
助
長
し
か
ね
な
い
と
の
懸
念
が
出
さ
れ
て
い
る
（
67
）

。

我
が
国
で
は
業
務
範
囲
規
制
に
中
心
が
置
か
れ
て
き
た
感
も
あ
る
が
、
銀
行
経
営
の
健
全
性
確
保
に
関
し
て
は
財
務
規
制
等
と
共
通
す

る
面
が
あ
り
、
規
制
間
の
役
割
分
担
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し

た
ル
ー
ル
整
備
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
制
の
他
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
等
を
用
い
た
個
人
間
の
直
接
の
金
融
取
引
の
実
現
を
鑑
み

（
七
七
六
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
〇
九

れ
ば
取
引
局
面
に
お
い
て
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た
規
制
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
68
）

。

第
九
章　

F
inT
ech

法
制
の
今
後
の
展
望
に
向
け
て

1
．FinTech
企
業
へ
の
特
別
目
的
銀
行
免
許
付
与
と
規
制
裁
定

今
後
我
が
国
で
はR

egulatory A
rbitrage

を
防
ぐ
横
断
的
体
系
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
が
（
69
）

、
相
次
い
で
出
さ
れ
る
欧
米
規
制
当
局

のF
inT
ech

へ
の
銀
行
免
許
付
与
の
提
案
は
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
が
現
在
指
向
し
て
い
るB

etter B
ank

と
し
て
のF

inT
ech

と
の
連

携
・
資
本
参
加
に
よ
る
業
務
参
入
の
方
向
性
と
は
異
な
り
、F

inT
ech

単
独
に
よ
る
業
容
拡
大
を
後
押
し
し
、
多
く
の
顧
客
層
を
抱
え
る

G
oegle

、T
w
itter

な
ど
が
既
存
銀
行
の
本
格
的
な
脅
威
と
な
る
嚆
矢
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
民
経
済
の
発
展
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
支
援
の
題
目
の
下
で
各
省
庁
は
決
し
て
縄
張
り
拡
大
の
た
め
にF

inT
ech

振
興
策
に
注
力
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
結
果

と
し
て
金
融
規
制
当
局
の
規
制
の
網
をF

inT
ech

企
業
に
か
ぶ
せ
る
形
で
規
制
領
域
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
も
っ

と
も
長
期
的
な
ス
パ
ン
か
ら
の
規
制
裁
定
等
を
考
え
た
場
合
、
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
改
正
資
金
決
済
法
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
規
制
を
強

め
た
中
国
等
か
ら
資
金
流
入
が
進
ん
だ
通
り
、F

inT
ech

に
新
た
な
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
予
期
せ
ぬR

egulatory 

A
rbitrage

を
惹
起
し
、
銀
行
免
許
付
与
案
を
当
面
提
示
す
る
見
込
み
の
な
い
我
が
国
か
ら
欧
米
等
へ
のF

inT
ech

技
術
流
出
に
繋
が
り

か
ね
な
い
リ
ス
ク
も
ま
た
存
在
し
得
え
よ
う
（
私
見
）。

ま
た
根
本
的
問
題
と
し
てF

inT
ech

技
術
へ
の
対
応
の
可
否
に
よ
り
、
一
時
的
に
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
が
米
国
の
二
〇
一
〇
年
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
（D

odd-F
rank W

all S
treet R

eform
 and C

onsum
er P

rotection
）
の
ボ
ル
カ
ー
ル
ー
ル
（volcar rule

）
等
に
お
い
て
制
限
さ

れ
て
い
る
は
ず
の
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
な
金
融
機
関
形
成
に
向
か
っ
て
拍
車
が
か
か
る
こ
と
、
地
域
金
融
機
関
や
中
小
企
業
の
成
長
を
脅
か
し
か
ね

（
七
七
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
一
〇

な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
銀
行
関
連
法
制
の
横
断
化
な
ら
び
に
柔
軟
化
が
図
ら
れ
る
反
面
で
、
こ
の
よ
う
な
先
行
き
の
懸
念
や
ジ
レ
ン

マ
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
。

2
．
政
策
当
局
の
危
機
対
応
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
の
分
断
リ
ス
ク
と
ジ
レ
ン
マ

F
inT
ech

に
つ
い
て
は
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
み
る
よ
う
に
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
取
引
さ
れ
、
規
制
に
つ
い
て
金
融
商
品
取

引
法
同
様
に
（
70
）

立
法
管
轄
権
、
執
行
管
轄
権
お
よ
び
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
面
で
実
効
性
の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
。
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
の
観
点
か
ら
はF

inT
ech

関
連
立
法
整
備
に
伴
い
以
下
の
点
が
懸
念
材
料
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
。
①
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
は
米

国
に
お
け
る
州
法
の
域
外
適
用
に
み
る
よ
う
な
過
剰
な
規
制
コ
ス
ト
問
題
が
生
ま
れ
、
市
場
流
動
性
低
下
に
至
る
懸
念
が
あ
る
。
②

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
の
終
結
に
逆
行
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
規
制
当
局
の
危
機
対
応
の
機
動
性
の
維
持
が
求
め
ら
れ
る
。
③
国
内
法
制
化
の
過

程
で
金
融
規
制
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
各
国
が
独
自
の
金
融
規
制
導
入
を
図
る
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
の
分
断
も
懸
念
さ
れ
、

今
後
のF

inT
ech

関
連
規
制
の
跛
行
性
な
ら
び
に
予
期
せ
ぬR

egulatory A
rbitrage

の
顕
現
化
等
に
よ
り
分
断
化
傾
向
に
拍
車
が
か

か
る
怖
れ
も
あ
ろ
う
。
他
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
型
仮
想
通
貨
の
普
及
に
よ
り
銀
行
の
自
己
資
本
規
制
等
の
健
全
性
規
制
の
意
味
合
い

が
変
容
し
得
る
な
ど
、
国
際
金
融
規
制
改
革
自
体
の
方
向
性
が
交
錯
す
る
新
た
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
通
り
、
当
面
は
規
制
横
断
化
に
よ
り
技
術
革
新
と
利
用
者
の
便
宜
の
促
進
、
国
民
経
済
向
上
が
期
待
さ
れ
る
が
、
横
断
化
が
更

に
進
みF

inT
ech

企
業
へ
の
銀
行
免
許
付
与
等
に
行
き
着
く
場
合
に
は
概
念
定
義
の
不
透
明
さ
、
各
国
のF

inT
ech

進
展
に
応
じ
た
規

制
の
跛
行
性
の
拡
大
な
ど
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
実
効
性
確
保
の
前
提
と
な
る
規
制
機
関
の
国
際
協
力
・
連
携
に
大
き
な
障
壁
を
生
じ

さ
せ
か
ね
な
い
。
長
期
的
に
み
た
場
合
の
産
業
構
造
の
変
化
、
規
制
横
断
化
に
伴
う
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
で
も
あ
り
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
も
含

め
て
国
際
協
力
、
統
一
ル
ー
ル
形
成
な
ど
国
際
的
枠
組
み
で
の
模
索
が
続
け
ら
れ
よ
う
。

（
七
七
八
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
一
一

3
．
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
規
範
定
立

急
速
な
Ｉ
Ｔ
技
術
進
展
を
背
景
に
多
様
で
複
層
的
な
展
開
を
み
せ
るF
inT
ech

領
域
の
展
開
に
対
し
て
国
際
機
関
、
監
督
当
局
な
ど

か
ら
今
後
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
が
示
さ
れ
、
当
面
は
メ
ガ
バ
ン
ク
を
中
心
にB
etter B

ank

段
階
の
収
益
確
保
に
焦
点
を
置
く
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
が
示
さ
れ
よ
う
が
、
金
融
庁
等
も
更
な
る
進
展
を
織
り
込
み
つ
つ
横
断
的
、
柔
軟
な
機
能
別
の
制
度
設
計
を
検
討
中
で
あ
る
。
仮
想
通

貨
領
域
で
は
不
正
流
出
事
案
が
起
こ
り
行
政
指
導
や
み
な
し
交
換
業
者
の
登
録
拒
否
な
ど
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
はF

inT
ech

全
体
で
マ
ネ
ロ
ン
を
含
め
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
の
み
な
ら
ず
、
シ
ナ
リ
オ
展
開
を
通
じ
て
種
々
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

に
な
る
。

規
制
対
応
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
規
範
定
立
が
並
行
し
て
重
要
と
な
る
が
、
企
業
の
規
模
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
は
カ
バ
ー
で
き
ず
、
実
効
性
の
あ
る
業
界
団
体
の
自
主
規
制
が
期
待
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
も
規
制
官
庁
主
体
か
、
自
主
団
体
か
で
実
効
性
は
相
違
し
よ
う
。
反
面
自
主
団
体
の
策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
実
務

の
詳
細
に
至
る
ま
で
カ
バ
ー
は
可
能
と
な
る
と
も
思
料
さ
れ
る
。
仮
装
通
貨
の
破
綻
事
例
等
の
よ
う
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
機
能
は
十
分
と
い

え
ず
、
実
効
性
あ
る
組
合
わ
せ
の
設
計
は
容
易
で
な
い
。
み
な
し
登
録
制
の
許
容
な
ど
緩
和
さ
れ
た
登
録
制
を
補
強
す
る
た
め
、
自
主
規

制
ル
ー
ル
の
未
確
立
の
現
状
で
は
規
制
当
局
の
行
政
指
導
（
71
）

の
頻
発
、
強
化
頼
み
と
後
追
い
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。
ハ
ー
ド

ロ
ー
の
面
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
位
で
あ
っ
た
た
め
の
ひ
ず
み
の
矯
正
過
程
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
か
。R

egulatory A
rbitrage

の
課
題
と

し
て
も
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
分
野
に
限
ら
ずF

inT
ech

領
域
に
お
け
る
標
準
化
、
各
国
間
の
統
一
ル
ー
ル
策
定
（
72
）

を
図
る
こ

と
も
急
務
と
な
ろ
う
。

最
近
の
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
な
ど
を
基
にF

inT
ech

の
制
度
設
計
の
将
来
像
に
つ
い
て
多
面
的
に
検
討
し
て
き
た
。

（
七
七
九
）
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本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
一
二

金
融
機
関
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
展
開
と
合
わ
せ
、
横
断
・
機
能
別
に
柔
軟
な
設
計
に
向
け
て
精
緻
化
を
進
め
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
い

え
る
。
新
た
な
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
、
プ
ロ
シ
カ
リ
テ
ィ
な
どF

inT
ech

特
有
の
ジ
レ
ン
マ
が
複
層
的
に
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
金
融
シ

ス
テ
ム
全
体
の
リ
ス
ク
を
分
析
・
評
価
し
た
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
（M

acro-prudential P
olicy

）
の
対
応
も
課
題
と
な
ろ
う
。
将

来
の
シ
ナ
リ
オ
展
開
を
見
越
し
国
際
的
に
も
整
合
性
、
平
仄
の
と
れ
たF

inT
ech

全
体
の
制
度
設
計
の
俯
瞰
が
重
要
に
な
る
。

（
1
） 

拙
稿
「F

inT
ech

関
連
法
制
の
課
題
と
展
望
│
国
際
私
法
、
国
際
金
融
規
制
の
交
錯
│
」
日
本
法
学
第
八
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月

二
〇
日
）
九
七
│
二
二
〇
頁
。

（
2
） 

西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
編
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
法
大
全
﹇
全
訂
版
﹈
下
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
八
三
〇
│
八
三
五
頁
（
有
吉
尚

哉
）
参
照
。

（
3
） 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
サ
ー
バ
ー
や
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
さ
れ
、
モ
ノ
が
相
互
通
信
し
、
遠
隔
か
ら
も
認
識
や
計
測
、
制
御
な
ど
が
可
能
と
な

り
、
デ
ー
タ
処
理
、
変
換
、
分
析
、
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
概
要
と
重
要
性
」S

A
S
 A
nalytics for 

IoT
.

（
4
） 

野
村
総
合
研
究
所
資
料
、
柏
木
亮
二
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
時
代
の
制
度
設
計
の
在
り
方
（
試
案
）」『
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク　
そ
の

流
れ
と
イ
ン
パ
ク
ト
』
京
都
大
学
産
学
官
連
携
本
部
・
経
営
管
理
大
学
院
・
公
共
政
策
大
学
院
共
催
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
）
講
演
一
│
三
八

頁
、
岩
下
直
行
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
描
く
金
融
の
未
来
像
」
講
演
一
│
九
四
頁
な
ど
。

（
5
） 

柏
木
亮
二
「F

inT
ech

に
よ
っ
て
激
変
す
る
競
争
環
境
」
首
都
大
学
東
京
金
融
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
回
東
京
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
〇
一
八
年
五
月
三
〇
日
）
講
演
一
│
四
六
頁
参
照
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
提
示
し
た
五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
（
後
掲
）
と
の
比
較
に
お
い
て
、

適
用
技
術
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
各
要
素
毎
に
整
理
し
た
も
の
と
も
思
料
さ
れ
る
が
（
私
見
）、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
各
段
階
毎
の

進
展
で
な
く
並
列
的
に
も
存
在
し
得
る
内
容
と
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
注（
52
）参
照
。

（
七
八
〇
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
一
三

（
6
） 

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
増
島
雅
和
・
堀
天
子
編
石
川
貴
教
・
白
根
央
・
飯
島
隆
博
著
『F

inT
ech

の
法
律
2
0
1
7
│
2
0
1
8
』
日
経

Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
一
七
年
七
月
）
一
│
五
四
三
頁
。
柏
木
亮
二
前
掲
注（
4
）二
六
頁
。

（
7
） B

aselC
om
m
ittee on B

anking S
upervision, Im

plications of fintech developm
ents for banks and bank supervisors - 

consultative docum
ent, A

ugust 2017,1-48pp. https://w
w
w
.bis.org/bcbs/publ/d415.pdf.

（
8
） 

日
本
銀
行
金
融
機
構
局
久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
「F

inT
ech

時
代
の
銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
〜
銀
行
経
営
と
監
督
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
」
日
銀

レ
ビ
ュ
ー2017-J-16

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
一
│
六
頁
参
照
。

（
9
） 

金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
は
二
〇
一
七
年
六
月F

inT
ech

の
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
に
対
す
る
含
意
（“F

inancial S
tability 

Im
plications from

 F
inT
ech ”

）
を
公
表
し
た
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
報
告
書
は
主
に
ミ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
の
に
比

較
し
、
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
変
容
も
踏
ま
え
主
に
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
も
、

金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
の
観
点
か
らF

inT
ech

の
普
及
に
際
し
て
の
金
融
セ
ク
タ
ー
と
金
融
規
制
当
局
の
課
題
の
検
討
結
果
を
二
〇
一
七
年
六
月
に

公
表
し
て
い
る
。F

inancial S
tability Im

plications from
 F
inT
ech S

upervisory and R
egulatory Issues that M

erit A
uthorities ’ 

A
ttention, 27 June 2017,1-61pp. IM

F
 S
T
A
F
F
 D
IS
C
U
S
S
IO
N
 N
O
T
E
,F
intech and F

inancial S
ervices: Initial 

C
onsiderations,D

ong H
e, R
oss L

eckow
, V
ikram

 H
aksar, T

om
m
aso M

ancini-G
riff oli, N

igel Jenkinson, M
ikari K

ashim
a, T
anai 

K
hiaonarong, C

éline R
ochon, and H

ervé T
ourpe,June 2017,1-49pp.

（
10
） B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision, S

ound P
ractices:Im

plications of fintech developm
ents for banks and bank 

supervisors, F
ebruary 2018,1-49pp.

（
11
） 

銀
行
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
に
入
出
金
用
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
顧
客
口
座
を
提
供
す
る
土
管
役
に
な
り
下
が
る
。P

w
C

’s V
iew

「
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
が
拓
く
金
融
と
社
会
「
創
造
的
破
壊
へ
の
挑
戦
」」
Vol. 

11
．（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
一
│
七
頁
。

（
12
） 

金
融
庁
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
確
認
検
査
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
参
照
。http://w

w
w
.fsa.go.jp/m

anual/m
anualj/

m
anual_yokin/18.pdf

（
13
） 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
全
主
体
が
既
存
銀
行
に
匹
敵
す
る
高
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
管
理
を
達
成
す
る
必
要
は
な
く
、

（
七
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
一
四

主
体
間
で
リ
ス
ク
管
理
機
能
を
相
互
に
補
完
し
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
達
成
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
金
融
情
報
シ
ス
テ
ム
セ

ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）「
金
融
機
関
に
お
け
るF

inT
ech

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
報
告
書
」（
二
〇
一
七
年
六
月
）
一
│
八
六
頁
。

（
14
） 
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
委
員
会
と
証
券
監
督
者
国
際
機
構
は
、
金
融
機
関
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
へ
の
耐
性
強
化
を

目
的
に
包
括
的
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
二
〇
一
六
年
六
月
公
表
し
た
。
Ｇ
7
も
金
融
セ
ク
タ
ー
の
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
礎
的

な
要
素
に
つ
い
て
二
〇
一
六
年
一
〇
月
公
表
し
て
い
る
。C

om
m
ittee on P

aym
ents and M

arket Infrastructures,B
oard of the International 

O
rganization of S

ecurities C
om
m
issions, G

uidance on cyber resilience for fi nancial m
arket infrastructures,29 June 2016,1-

28pp.G
7 F
undam

ental E
lem
ents of C

ybersecurity for the F
inancial S

ector.

（O
ctober 11, 2016

）1-3pp.

（
15
） 

久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
前
掲
注（
8
）三
頁
。

（
16
） B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision,P

artIII-Im
plications for banks and banking system

s, G
raph 8:D

escription of key 

risks per scenario,

前
掲
注（
10
）21-32pp,　
た
だ
し
以
下
の
翻
訳
に
か
か
る
責
任
は
、
全
て
筆
者
に
あ
る
。

（
17
） B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision

前
掲
注（
10
）27-28pp.

（
18
） 

金
融
工
学
を
駆
使
し
て
過
去
の
値
動
き
か
ら
最
良
の
執
行
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
る
取
引
手
法
。

（
19
） 

久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
前
掲
注（
8
）四
│
六
頁
。B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision,P

art IV
 - Im

plications for bank 

supervisors and regulatory fram
ew
orks,

前
掲
注（
10
）33-39pp.

（
20
） 

銀
行
の
委
託
・
再
委
託
先
の
監
督
に
関
す
る
各
国
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
、B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision,A

nnex 2,

前
掲

注（
10
）44-45pp.

（
21
） 

金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
成
主
体
の
変
容
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
（G

-S
IB
s

）
に
関
す
る
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
等
の
金

融
シ
ス
テ
ム
安
定
に
か
か
る
リ
ス
ク
縮
減
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
前
掲
注（
8
）六
頁
（
注
10
）。

（
22
） 

森
信
親
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
共
通
価
値
を
想
像
で
き
る
か
」
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経
済
経
営
研
究
所
東
京
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
講
演
仮
訳
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
五
日
）
一
│
一
六
頁
。

（
23
） 

内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
局
「
規
制
の
「
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
制
度
に
つ
い
て
」
構
造
改
革
徹
底
推
進
会
合
「
第
4
次
産
業
革
命
」

（
七
八
二
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
一
五

会
合
（
第
一
回
）
資
料
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
八
日
）
一
│
六
頁
。

（
24
） B

asel C
om
m
ittee on B

anking S
upervision

前
掲
注（
10
）5-7pp.　
久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
前
掲
注（
8
）二
四
頁
、
瀧
俊
雄
「
バ
ー
ゼ
ル

委
員
会
に
よ
るF

intech

へ
の
提
言
レ
ポ
ー
ト
」
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ドF

inT
ech

研
究
所
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
）。

（
25
） 
仮
想
通
貨
取
引
所
大
手
か
ら
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
保
有
す
る
仮
想
通
貨
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
が
不
正
に
外
部
へ
送
信
さ
れ
、
顧
客
の
預
り
資
産
五

億
二
、三
〇
〇
万
Ｘ
Ｅ
Ｍ
が
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
、
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
金
融
庁
は
み
な
し
仮
想
通
貨
交
換
業
者
（
資
金
決
済
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
八
条
一
項
・
二
項
・
三
項
）
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
株
式
会
社
に
対
し
改
正
資
金
決
済
法
六
三
条
の
一
五
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
業
務
改
善
命
令
を
発
し
、
二
月
一
日
立
ち
入
り
検
査
に
入
っ
て
い
る
。
関
東
財
務
局
「
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
株
式
会
社
に
対
す
る
行
政

処
分
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
）。

（
26
） 

法
令
上
の
（de jure
）
規
制
が
限
界
を
呈
し
代
わ
っ
て
事
実
上
の
（de facto

）
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
生
成
・
普
及
に
規

制
当
局
が
参
画
す
る
事
例
が
出
つ
つ
あ
る
。
金
融
セ
ク
タ
ー
、
Ｉ
Ｔ
セ
ク
タ
ー
の
自
主
規
制
、
国
際
標
準
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
等
。
久
光
孔
世
留
・
山
田
隆

人
前
掲
注（
8
）六
頁
（
注
14
）。

（
27
） 

日
本
銀
行
「
2
0
1
7
年
度
の
考
査
の
実
施
方
針
等
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
）
一
│
一
七
頁
。

（
28
） 

「F
inT
ech

革
命
と
銀
行
へ
の
影
響
〜
Ｉ
Ｔ
が
も
た
ら
す
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
」
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
（
二
〇
一
六
年
五
月
一
〇
日
）
一
│

六
二
頁
。
家
計
か
ら
銀
行
の
間
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
、
銀
行
か
ら
個
人
や
企
業
の
間
は
金
融
規
制
強
化
に
よ
っ
て
仲
介
機
能
が
絞
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

（
29
） 

も
っ
と
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
近
時
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
内
容
を
骨
抜
き
に
す
る
政
策
（
二
〇
一
七
年
金
融
選
択
法
案

（F
inancial C

H
O
IC
E
 A
ct of 2017

）
な
ど
）、
ま
た
連
邦
準
備
理
事
会
が
金
利
上
げ
の
方
向
に
転
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
銀
行
の
金
融
仲
介
機
能
を

復
活
さ
せ
る
方
向
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
全
般
的
な
動
向
と
は
切
り
離
し
て
、F

inT
ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
方
向
性
が
こ
の
先
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
私
見
）。

（
30
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
融
資
申
請
を
受
け
所
要
資
金
は
個
人
か
ら
募
集
す
る
。
Ｐ
2
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
融

資
・
貸
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
投
信
も
考
え
ら
れ
る
。

（
七
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
一
六

（
32
） M

cK
insey &

 C
om
pany, T

he F
ight for the C

ustom
er:M

cK
insey G

lobal B
anking A

nnual R
eview

 2015.　
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
前

掲
注（
28
）五
八
頁
。

（
33
） V

enture S
canner, Inc.

レ
ポ
ー
ト
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
前
掲
注（
28
）五
九
│
六
一
頁
。

（
34
） G

oegle

、A
libaba

と
提
携
す
る
事
例
も
あ
る
（L

ending C
lub

）。

（
35
） 

片
岡
義
広
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
と
金
融
機
関
関
連
の
法
制
度
的
論
点
に
つ
い
て
の
報
告
書
」
二
〇
一
七
年
二
月
三
日
全
国
銀
行
協
会
第

三
回
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
七
月
三
日
）
一
│
一
六
頁
。
片
岡
義
弘
「
仮
想
通
貨
の
私
法
的
性
質
の
論
点
」（
一
二
│
一
七
頁
）、

河
合
健
・
早
川
晃
司
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
と
可
能
性
」、
森
下
哲
朗
「F

inT
ech

法
の
評
価
と
今
後
の
法
制
の
展
開
」『
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な

ど
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
法
改
正
と
実
務
へ
の
影
響
』
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
一
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
）
二
│
二
五
頁
。

（
36
） 

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
増
島
雅
和
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
正
体
」T

echC
runch Japan

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
）。

（
37
） 

岩
下
直
行
「
仮
想
通
貨
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
千
葉
商
科
大
学
経
済
研
究
所
講
演
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
二
日
）
一
│
六
〇
頁
参
照
。

（
38
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
ウ
ォ
レ
ッ
ト
で
、
ユ
ー
ザ
ー
は
バ
ッ
ク
ド
ア
な
ど
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
仮
想
通
貨
が
盗
ま
れ

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
秘
密
鍵
を
紙
に
書
き
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
ウ
ォ
レ
ッ
ト
、
金
属
や
コ
イ
ン
ま
た
は
安
全
な
専
用
デ
バ
イ
ス
な
ど
で
秘
密
鍵
を
管

理
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ウ
ォ
レ
ッ
ト
が
あ
る
。
物
理
的
に
秘
密
鍵
を
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
現
実
の
窃
盗
や
紛
失
に
弱
い
面
も
あ
り
支
払

い
な
ど
に
使
い
に
く
く
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
も
保
管
目
的
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。https://bitbank.cc/info/glossary/

cold_w
allet/

（
39
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
（
第
1
回
）」（
二
〇
一
八
年
四
月
一
〇
日
）
開
始
。

（
40
） 

岩
下
直
行
前
掲
注（
37
）一
三
頁
。

（
41
） 

金
融
庁
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ff ering

）
に
つ
い
て
〜
利
用
者
及
び
事
業
者
に
対
す
る
注
意
喚
起
〜
」
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
。
技

術
的
に
は
イ
ー
サ
リ
ア
ム
の
ス
マ
ー
ト
ト
ー
ク
ン
、E

R
C
-20 T

oken S
tandard

（E
IP
20

）
に
準
拠
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
42
） S

E
C
 Issues Investigative R

eport C
oncluding D

A
O
 T
okens, a D

igital A
sset, W

ere S
ecurities, U

.S
. S
ecurities L

aw
s M
ay 

A
pply to O

ff ers, S
ales, and T

rading of Interests in V
irtual O

rganizations, W
ashington D

.C
., July 25, 2017. https://w

w
w
.sec.

（
七
八
四
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
一
七

gov/new
s/press-release/2017-131. S

E
C
.gov R

eport of Investigation P
ursuant to S

ection 21

（a

） of the S
ecurities E

xchange 

A
ct of 1934:T

he D
A
O

（P
D
F

）.
（
43
） 
柏
木
亮
二
前
掲
注（
5
）一
│
四
六
頁
。

（
44
） 
上
野
ま
な
美
・
鳥
毛
拓
馬
「
米
国
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
へ
の
銀
行
免
許
案
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
提
案
す
る
も
訴
訟
問
題
に
発
展
」
大
和
総
研

（
二
〇
一
七
年
五
月
三
一
日
）
一
│
七
頁
。
佐
藤
広
大
「
米
Ｏ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
へ
の
特
別
目
的
国
法
銀
行
免
許
の
付
与
構
想
を
巡

る
議
論
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
七
年
秋
号
一
│
一
〇
頁
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
通
貨
監
督
庁
（O

ffi  ce of the C
om
ptroller of 

the C
urrency O

C
C

）
はF

inT
ech

企
業
に
対
し
一
八
六
四
年
国
法
銀
行
法
（N

ational B
ank A

ct of 1864

）
の
対
象
と
な
る
特
別
目
的
銀
行

の
免
許
を
与
え
る
提
案
を
発
表
し
た
。
免
許
付
与
案
は
州
法
銀
行
監
督
官
協
会
（C

onference of S
tate B

ank S
upervisors C

S
B
S

）、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
金
融
サ
ー
ビ
ス
局
（N

ew
 Y
ork S

tate D
epartm

ent of F
inancial S

ervices N
Y
D
F
S

）
の
反
対
が
あ
り
、
訴
訟
問
題
に
発
展
し
て

い
る
。

（
45
） 

柏
木
亮
二
前
掲
注（
5
）三
六
頁
。

（
46
） 

経
済
同
友
会
「「
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
制
度
に
関
す
る
法
案
へ
の
意
見
」（
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
）
一
│
三
頁
。「
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
「F

inT
ech

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
」
一
│
六
八
頁
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
（
前
掲
注（
12
）

pp33-41

）
は
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
や
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
よ
う
に
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の

交
流
接
点
や
技
術
振
興
に
向
け
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
各
国
の
当
局
間
で
共
有
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
瀧
俊
雄
前
掲
注（
24
）。

（
47
） 

①F
inT
ech

分
野
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
の
先
駆
的
な
動
向
やF

inT
ech

を
活
用
し
た
金
融
の
深
化
（
金
融
包
摂
な
ど
）
に
焦
点
を
当
て
た

直
近
の
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
│
金
融
庁
│
日
本
銀
行
共
催C

onference on F
inT
ech

（
二
〇
一
八
年
四
月
一
六
日
）
参
照
、

F
inT
ech

が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
や
規
制
上
の
課
題
も
議
論
さ
れ
重
要
な
示
唆
に
富
む
。
こ
の
他
に
も
②T

he R
isk Japan C

onference

（6 June 

2018, T
okyo

）, Identifi cation of R
isks in the A

ge of F
intech,Y

utaka S
oejim

a,H
ead of F

intech C
enter B

ank of Japan

な
ど
。
ま
た

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（algorithm

）
に
か
か
る
ア
ル
ゴ
ミ
ッ
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
理
解
が
求
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
「
銀
行
規

制
の
進
化　
パ
ー
ト
3
│
デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：
規
制
上
、
技
術
上
の
課
題
」（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
一
│
三
一
頁
。

（
七
八
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
一
八

（
48
） 

仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
と
貸
金
業
法
・
利
息
制
限
法
に
つ
い
て
、
利
息
制
限
法
で
は
金
銭
を
目
的
と
す
る
消
費
貸
借
の
利
息
の
契
約
に
つ
い
て

元
本
額
に
応
じ
て
上
限
を
定
め
る
（
利
息
制
限
法
一
条
）。
貸
金
業
法
は
貸
金
業
者
に
対
し
利
息
制
限
法
に
規
定
す
る
金
額
を
超
え
る
利
息
の
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
（
貸
金
業
法
一
二
条
の
八
）。
仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
に
つ
い
て
は
モ
ノ
で
あ
り
金
銭
に
該
当
し
な
い
と
の
立
場
に

立
て
ば
利
息
制
限
法
、
貸
金
業
法
の
適
用
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
や
は
り
仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
に
利
息
制
限
法
、
貸
金
業
法
ま
た

は
同
等
の
規
制
を
課
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
よ
う
。
横
山
淳
「F

inT
ech

に
関
連
し
た
規
制
上
の
取
り
組
み
」
大
和
総
研
調
査
季
報
第

二
三
号
（
二
〇
一
六
年
夏
季
号
）
四
二
│
六
九
頁
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と
貸
金
業
規
制
に
つ
い
て
、
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
前
掲
注（
2
）八
八
一
│

八
八
二
頁
（
芝
章
浩
）。

（
49
） 

中
国
で
は
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
最
大
手
の
ア
リ
バ
バ
集
団
が
支
付
宝
（
ア
リ
ペ
イ
）
と
称
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
公
共
料
金
も
支

払
い
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
設
け
、
通
販
の
利
用
状
況
を
集
積
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
小
口
融
資
に
も
参
入
し
て
い
る
が
、
ア
リ
バ
バ
が

我
が
国
に
お
い
て
同
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
れ
ば
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
法
、
資
金
決
済
法
、
貸
金
業
法
に
抵
触
す
る
。「
金
融
庁
、「
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
」
普
及
前
提
の
法
整
備
を
議
論
」
日
経
新
聞
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
）。

（
50
） 

ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
融
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
の
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
個
人
の
小
口
資
金
を
大
口
化
し
借

り
手
企
業
に
融
資
す
る
仕
組
み
の
特
性
上
、
投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
る
こ
と
を
規
制
す
る
金
融
商
品
取
引
法
、
融
資
を
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を

規
制
す
る
貸
金
業
法
の
二
つ
に
か
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
り
、
関
連
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
が
サ
ー
ビ
ス
運
営
に
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
金

融
商
品
取
引
法
は
投
資
家
保
護
の
観
点
か
ら
投
資
先
情
報
開
示
の
徹
底
を
求
め
る
一
方
、
貸
金
業
法
は
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
債
務
者
情
報
の
秘

匿
性
を
重
視
し
、
異
質
な
目
的
を
有
す
る
法
的
ス
キ
ー
ム
を
活
用
す
る
と
い
う
矛
盾
を
内
包
し
、
情
報
の
透
明
性
の
点
で
足
枷
に
な
っ
て
い
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
知
る
（
5
）
法
律
面
と
税
制
の
課
題　

改
善
の
余
地
も
」S

ankeiB
iz

（
サ
ン
ケ
イ
ビ
ズ
）（
二
〇
一
八
年
八
月
四

日
）。

（
51
） 

欧
米
の
貸
金
業
規
制
とF

inT
ech

、
米
国
連
邦
貸
付
真
実
法
と
州
貸
金
業
法
、
Ｐ
2
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
レ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
貸
金
業
法
等
に
つ
い
て
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
現
状
と
金
融
庁
に
お
け
る
取
組
み
」
金
融
庁
資
料
（
二
〇
一
七
年
二
月
）
一
│
三
五
頁
。

（
52
） 

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
は
銀
行
の
将
来
像
に
関
す
る
五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、
特
に
段
階
的
な
進
展
と
は
し
て
お
ら
ず
、

（
七
八
六
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
一
九

各
シ
ナ
リ
オ
は
並
列
的
な
扱
い
の
よ
う
に
も
窺
え
る
。
柏
木
亮
二
前
掲
注（
5
）
に
お
け
る
発
言
。

（
53
） 

金
融
庁
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
4.0
の
リ
バ
ン
ド
ル
と
し
て
中
国
の
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
事
例
を
掲
げ
、
ま
た
銀
行
業
務
へ
の
異
業
種
の
参
入

拡
大
に
つ
い
て
つ
と
に
強
調
し
て
い
る
。

（
54
） A

m
azon

ペ
イ
メ
ン
ト
な
ど
巨
大
Ｉ
Ｔ
は
通
販
や
検
索
な
ど
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
大
量
デ
ー
タ
を
集
め
事
業
に
活
用
し
圧
倒
的
な
競
争
力
を
誇

り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
に
関
し
て
一
層
強
味
を
発
揮
す
る
。
内
閣
官
房
や
経
済
産
業
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
総
務
省
な
ど
関
係
省
庁
は
連
携

し
て
大
量
の
個
人
デ
ー
タ
を
囲
い
込
み
、
優
位
な
立
場
を
利
用
し
た
不
当
な
取
引
が
で
き
な
い
よ
う
な
措
置
を
検
討
し
て
い
る
。
商
品
シ
ェ
ア
が
中

心
で
あ
っ
た
独
占
・
寡
占
に
対
す
る
規
制
の
あ
り
方
を
デ
ー
タ
に
も
適
用
で
き
る
か
を
勘
案
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
向
け
新
法
、
独
占
禁
止
法

改
正
等
を
視
野
に
入
れ
る
。
井
上
淳
「
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
規
制
等
の
動
向
に
つ
い
て
」

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
№
67
（
二
〇
一
七
年
）
六
五
│
八
二
頁
。
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
読
売
新
聞
。

（
55
） 

片
岡
義
弘
前
掲
注（
35
）一
二
│
一
七
頁
、
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
前
掲
注（
2
）八
三
〇
│
九
六
八
頁
、
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
増
島
雅

和
・
堀
天
子
編
石
川
貴
教
・
白
根
央
・
飯
島
隆
博
著
『F

inT
ech

の
法
律
2
0
1
7
│
2
0
1
8
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
一
七
年
七
月
）
一
│

五
四
三
頁
な
ど
。
直
近
の
裁
判
例
に
つ
き
「
仮
想
通
貨
の
交
換
取
引
所
を
運
営
し
て
い
た
会
社
が
破
産
し
た
場
合
に
同
取
引
所
の
利
用
者
が
届
け
出

た
破
産
債
権
の
一
部
を
認
め
、
残
余
を
認
め
な
い
破
産
裁
判
所
の
査
定
決
定
が
同
決
定
の
変
更
を
求
め
て
利
用
者
が
提
起
し
た
異
議
審
に
お
い
て
認

可
さ
れ
た
事
例
」（
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
月
三
一
日
）
が
あ
る
。
金
融
・
商
事
判
例
一
五
三
九
号
（
二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
）
八
│
一
五
頁
。

（
56
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
（
第
3
回
）」（
二
〇
一
八
年
年
五
月
二
二
日
）
中
島
真
志
意
見
参
照
。

（
57
） 

岩
下
直
行
前
掲
注（
37
）一
│
六
〇
頁
参
照
。
同
じ
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
（
私
見
）。

（
58
） 

本
柳
祐
介
「
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
論
点
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
金
融
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
六
月
号
）
一
│
五

頁
。
金
融
庁
総
括
審
議
官
佐
々
木
清
隆
「
最
近
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・
仮
想
通
貨
を
巡
る
状
況
」、
大
越
有
人
「
仮
想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
け
る
法
的

論
点
」、
成
本
治
男
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
・
ト
ー
ク
ン
の
活
用
〜
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
で
の
可
能
性
」、
大
石
幸
雄
「
仮
想
通
貨
と
知
的
財
産
〜
最
新
特
許
情
報
を

踏
ま
え
」、
藤
田
勉
「
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
金
融
市
場
に
与
え
る
影
響
」
各
講
演
『
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
仮
想
通
貨
を
巡
る
法
的
論
点
』
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総

合
法
律
事
務
所
・
一
橋
大
学
大
学
院
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
催
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
四
日
）。
成
本
治
男
に
よ
れ

（
七
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
二
〇

ば
、
個
人
版
私
募
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
向
け
非
上
場
不
動
産
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
フ
ァ
ン
ド
の
意
義
、
流
動
性
・
換
金
性
に
か
か
る
設
計
な
ど
が
示
さ
れ

る
。

（
59
） 
本
柳
祐
介
前
掲
注（
58
）三
│
五
頁
。

（
60
） 
倉
橋
雄
作
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
法
律
問
題
（
第
1
回
）
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
個
人
情
報
保
護
法
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
二
三
号　
二
〇
一
八
年

六
月
一
日
）
四
│
一
五
頁
参
照
。
石
川
智
也
・
河
合
優
子
・
白
澤
秀
己
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
対
応
と
日
本
の
デ
ー
タ
越
境
移
転
規
制
対
応
の
実
務
」
西
村
あ

さ
ひ
法
律
事
務
所
・
企
業
法
務
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
二
月
号
）
一
│
九
頁
。
梅
澤
泉
「
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
の

概
要
と
企
業
が
対
応
す
べ
き
事
項
」E

Y
 Japan

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
・
情
報
セ
ン
サ
ー
二
〇
一
七
年
二
月
号
。

（
61
） 

日
本
法
上
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
保
有
は
秘
密
鍵
の
排
他
的
管
理
を
通
じ
て
当
該
秘
密
鍵
に
か
か
る
ア
ド
レ
ス
に
紐
付
い
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
他

の
ア
ド
レ
ス
に
送
付
で
き
る
状
態
を
独
占
し
て
い
る
と
い
う
事
実
状
態
に
他
な
ら
ず
、
何
ら
か
の
権
利
や
法
律
関
係
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
前
掲
注（
2
）八
四
八
│
八
五
一
頁
（
芝
章
浩
）。
他
方
、
実
質
法
上
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
権
利

の
対
象
と
し
て
帰
属
は
物
権
法
の
ル
ー
ル
に
従
う
と
い
う
前
提
か
ら
、
ウ
ォ
レ
ッ
ト
に
記
録
さ
れ
た
権
利
の
法
的
性
格
が
争
い
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
ウ
ォ
レ
ッ
ト
や
秘
密
鍵
の
保
有
者
の
所
在
地
の
法
を
、
契
約
当
事
者
間
の
争
い
で
あ
る
場
合
は
当
該
契
約
の
準
拠
法
を
各
々
準
拠
法
と
す
べ
き
と

い
う
提
案
と
し
て
、
森
下
哲
朗
「F
inT
ech

時
代
の
金
融
法
の
あ
り
方
に
関
す
る
序
説
的
検
討
」
黒
沼
悦
郎
・
藤
田
友
敬
編
『
江
頭
憲
治
郎
先
生
古

希
記
念
・
企
業
法
の
進
路
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
七
年
）
八
一
四
頁
。

（
62
） 

上
村
達
男
「
公
開
会
社
法
│
喫
緊
の
課
題
と
基
礎
理
論
の
変
容
│
」
二
〇
一
八
年
度
早
稲
田
大
学
横
川
敏
雄
記
念
公
開
講
座
講
演
（
二
〇
一
八

年
五
月
二
六
日
）
参
照
。
上
村
達
男
「
公
開
会
社
抜
き
の
「
株
主
と
の
対
話
」
と
は
」
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
＆
Ｉ
Ｒ　
Vol. 

1
（
二
〇
一
七
年
五
月
）

一
│
七
頁
。

（
63
） 

金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
（
第
9
回
）」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
）「
中
間
整
理
（
案
）
│
機
能
別
・
横
断
的
な
金

融
規
制
体
系
に
向
け
て
│
」
一
│
二
五
頁
参
照
。

（
64
） 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
仕
組
み
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
・
活
用
に
伴
っ
て
重
要
と
な
る
会
社
法
の
実
務
上
・
解
釈
上
の
視
点
の
他
、
取
締
役
の
経
営
判

断
と
善
管
注
意
義
務
、
株
主
対
応
お
よ
び
株
主
総
会
運
営
、
会
計
監
査
・
業
務
監
査
等
に
及
ぼ
す
影
響
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
発
達
に
よ

（
七
八
八
）



F
inT
ech

法
制
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
藤
川
）

四
二
一

る
影
響
等
に
つ
い
て
、
福
岡
真
之
介
・
松
村
英
寿
・
鈴
木
悠
介
・
片
桐
秀
樹
「
会
社
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
│
会
社
法
へ
の
示
唆
│
」
資
料
版
商
事

法
務
第
三
九
九
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）一
四
│
六
一
頁
。
中
山
信
弘
・
平
尾
覚
・
福
岡
真
之
介
・
菅
野
百
合
・
松
村
英
寿
「
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
法
的

問
題
点
と
実
務
上
の
対
応
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
リ
ー
ガ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
〇
八
回
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
四
日
）。
個
人
情
報
保
護
法
制

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
規
制
の
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
＋
α
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
社
会
に
お
け
る
『
個
人
』
と

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
」（
二
〇
一
八
年
三
月
一
八
日
於　
放
送
大
学
）、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
＋
α
研
究
会
「
デ
ー
タ
利
活
用
等
の
先
に
あ
る
社
会
の

た
め
に
―
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
「
＋
α
」
研
究
の
狙
い
と
問
い
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
第
一
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
一
五
日
）。

（
65
） 

Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
き
デ
ー
タ
提
供
型
、
デ
ー
タ
創
出
型
、
デ
ー
タ
共
用
型
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
）
の
三
類
型
に
整
理
し
て
法
的
論
点
、
主
な

契
約
条
項
例
な
ど
を
示
し
、
デ
ー
タ
提
供
型
で
は
提
供
デ
ー
タ
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
場
合
の
責
任
、
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
取
引
あ
る
い

は
個
人
情
報
等
を
含
む
場
合
の
規
制
な
ど
、
デ
ー
タ
創
出
型
で
は
利
用
条
件
、
対
象
デ
ー
タ
の
範
囲
・
利
用
目
的
設
定
、
デ
ー
タ
加
工
等
の
制
限
・

派
生
デ
ー
タ
の
利
用
権
限
、
第
三
者
へ
の
利
用
許
諾
等
の
制
限
、
収
益
分
配
、
コ
ス
ト
・
損
失
負
担
、
管
理
方
法
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
利
用
期
間
・

地
域
、
契
約
終
了
時
の
扱
い
、
準
拠
法
・
裁
判
管
轄
、
デ
ー
タ
創
出
型
契
約
を
締
結
す
る
場
合
の
消
費
者
契
約
法
や
独
占
禁
止
法
・
下
請
法
に
よ
る

規
制
等
を
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
・
危
機
管
理
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
六
月
号
）
四
│
五
頁
（
木
目
田

裕
・
高
林
勇
斗
）。

（
66
） 

米
国
で
は
銀
行
に
認
め
ら
れ
る
業
務
は
原
則
と
し
て
預
金
受
入
れ
や
貸
付
等
に
限
定
さ
れ
、
商
業
そ
の
他
の
事
業
会
社
等
の
株
式
取
得
は
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。
銀
行
持
株
会
社
（B

ank H
olding C

om
pany

）
グ
ル
ー
プ
に
認
め
ら
れ
る
業
務
は
原
則
と
し
て
銀
行
業
務
お
よ
び
密
接
に

関
係
す
る
業
務
に
限
定
さ
れ
、
事
業
会
社
等
の
出
資
は
五
％
以
下
の
議
決
権
保
有
に
限
ら
れ
る
。
一
定
要
件
を
満
た
す
金
融
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に

は
よ
り
広
い
金
融
関
連
業
務
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
欧
州
指
令
・
欧
州
規
則
で
は
信
用
機
関
（C

redit Institution

）
に
認
め
ら
れ
る
業
務
に
は
証

券
業
務
等
も
含
ま
れ
る
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
）。
事
業
会
社
等
に
対
す
る
議
決
権
一
〇
％
以
上
の
出
資
に
つ
い
て
は
銀
行
の
自
己
資
本
の

一
五
％
超
の
場
合
、
超
過
部
分
に
対
し
て
高
率
の
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
を
適
用
す
る
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
前
掲
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー

プ
「
中
間
整
理
（
案
）」
一
七
│
二
五
頁
、一
九
頁
（
注
1
）（
注
2
）。

（
67
） 

こ
う
し
た
立
場
か
ら
は
、
米
国
な
ど
で
議
論
を
呼
ん
で
い
るF

inT
ech

に
対
す
る
銀
行
免
許
付
与
に
つ
い
て
は
主
体
に
か
か
る
規
制
群
の
見

（
七
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

四
二
二

直
し
が
少
な
く
と
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
我
が
国
で
は
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
干
の
検
討
を
留
保
し
て
お

き
た
い
（
私
見
）。

（
68
） 
分
散
型
取
引
の
規
制
手
法
と
し
て
金
融
商
品
取
引
法
で
は
、
清
算
機
関
で
清
算
さ
れ
な
い
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
破
綻
損
失
を
吸
収
す
べ

く
証
拠
金
規
制
に
よ
り
取
引
当
事
者
間
の
証
拠
金
（
担
保
）
授
受
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
前
掲
注（
63
）二
三

頁
。

（
69
） 

翁
百
合
「
転
機
迎
え
る
金
融
規
制
│
国
際
的
な
動
向
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
対
応
│
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
七
年
七
月

二
八
日
）。

（
70
） 

松
尾
直
彦
「
金
融
用
品
取
引
法
の
国
際
的
適
用
範
囲
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
第
六
巻
（
二
〇
一
一
年
六
月
）
二
七
六
│

二
八
六
頁
。

（
71
） 

金
融
庁
は
み
な
し
仮
想
通
貨
交
換
業
者
、
登
録
業
者
に
対
し
業
務
停
止
・
業
務
改
善
命
令
を
相
次
い
で
発
出
し
、
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
部
門
、
内
部
監
査
等
に
か
か
る
事
案
が
多
い
こ
と
が
窺
え
る
。
金
融
庁
『
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
』（
第
二
回
）
事
務
局
資

料
「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
対
応
等
」（
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
）
一
│
一
七
頁
。

（
72
） 

久
保
田
隆
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
国
際
取
引
法
」
国
際
商
取
引
学
会
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
報
告
資
料
（
二
〇
一
七
年

一
一
月
一
二
日
）
二
│
一
一
頁
。
国
際
私
法
の
統
一
化
と
並
行
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
含
む
国
際
取
引
の
円
滑
化
の
た
め
各
国
法
の
統
一
を
図

る
動
き
が
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
（U

nited N
ations C

om
m
ission on International T

rade L
aw

国
連
国
際
商
取
引
法
委
員
会
）
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。

﹇
本
稿
は
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
﹈

（
七
九
〇
）
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